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同過失同時犯の正犯性

過

失

同

時

犯

(三)

の

正

犯

性

次

序

章

問

題

の

所

在

第
一
章
因
果
関
係
論
に
よ
る
過
失
同
時
犯
の
正
犯
性
の
基
礎
づ
け
と
そ
の
批
判

第
一
節
条
件
説
に
よ
る
基
礎
づ
け
と
そ
の
批
判

第
三
節
原
因
説
に
よ
る
基
礎
づ
け
と
そ
の
批
判
〈
以
上
本
誌
一
一
巻
一
号
)

第
三
節
悶
果
関
係
中
断
論
に
よ
る
基
礎
づ
け
と
そ
の
批
判

第
四
節
相
当
因
果
関
係
説
に
よ
る
基
礎
づ
け
と
そ
の
批
判
(
以
上
本
誌
一
一
巻
二
号
)

策
ご
章
構
成
要
件
論
に
よ
る
過
失
同
時
犯
の
正
犯
牲
の
基
礎
づ
け
と
そ
の
批
判

第
一
節
限
縮
的
正
犯
論
に
よ
る
基
礎
づ
け
と
そ
の
批
判

第
ご
節
拡
張
的
正
犯
論
に
よ
る
基
礎
づ
け
と
そ
の
批
判
(
以
上
本
号
)

第
三
一
節
目
的
的
行
為
論
に
よ
る
基
礎
づ
け
|
|
二
元
的
正
犯
論
ー
ー
ー
と
そ
の
批
判

第
三
平
草
過
失
同
時
犯
の
正
犯
性

第
四
章
過
失
共
同
正
犯
と
遜
矢
同
時
犯

目

内

田

文

H百
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鋭

第
二
章

構
成
要
件
論
に
よ
る
過
失
同
時
犯
の
正
犯
性
の
基
礎
づ
け
と
そ
の
批
判

論

、，、.、.、，、，、.

閃
果
関
係
は
、
行
為
そ
の
も
の
に
対
す
る
刑
法
的
評
価
の
基
準
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。

、

.

、

.

、

.

、

.

、

.

、

.

‘

.

、

.

、

.

ピ
至
る
過
程
K
重
点
を
置
い
て
、
行
為
と
結
県
と
の
聞
の
法
的
に
重
要
な
つ
な
が
り
を
確
定
せ
ん
と
す
る
に
と
ど
ま
る
。

相
当
悶
果
関
係
の
判
断
と
い
え
ど
も

第
一
軍
に
お
い
て
は

以
上
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

大
工
り
に

過
失
同
時
犯
の
正
犯
性

第
一
章
で
は

と
こ
ろ
が

は
閃
果
関
係
に
よ
っ
て
は
基
礎
づ
け
ら
れ
得
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
正
犯
性
は
、
行
為
そ
の
も
の
の
性
質
に
清
目
し
て
は
じ
め
て
般
定

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ヲ
ー
へ
ノ
勺
し
ふ
み
.

4
1
1
1す
1
1
p
t

正
犯
と
は
行
為
そ
の

と
い
う
の
が
そ
の
究
綴
の
板
拠
で
あ
っ
た
Q

伊

-
J
-

、

」
/
中
心

そ
の
場
合
、

も
の
の
性
質
に
基
づ
い
て
の
み
確
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
点
を
、
一
応
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
前
提
に
し
て
い
た
。

そ
し
て
、

こ
の
前
提
は
、
第
二
章
に
お
い
て
、
改
め
て
究
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
約
束
し
て
お
い
た
。

さ
て
、

正
犯
と
は
行
為
自
体
の
性
質
が
共
犯
と
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
命
題
は
、

簡
単
に
説
明
さ
れ
得
る
が

一
面
に
お
い
て

他
国
、
困
難
な
問
題
を
包
蔵
し
て
い
る
ω

刑
法
六
一
・
六
二
条
、
ド
イ
ツ
刑
法
四
八
・
四
九
条
を
眺
め
れ
ば
、
直
に
明
内
で
あ
る
よ
う
に
、

、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.

教
唆
犯
・
封
巾
助
犯
と
は
、
正
犯
を
教
唆
し
あ
る
い
は
支
援
し
た
者
で
あ
る
。
と
れ
だ
け
で
は
、
正
犯
と
は
な
に
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る

、、

積
極
的
な
答
は
導
か
れ
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
、
正
犯
と
い
う
も
の
を
前
提
に
し
て
、
こ
れ
と
行
為
の
性
質
が
異
な
る
も
の
と
し
て
共

(
l
v
 

と
い
う
点
だ
け
は
明
縦
で
あ
る
と
い
え
よ
う
Q

従
っ
て
、
右
の
命
題
は
、
か
よ
う
な
消
概
的
な
次
元
で
は
容
易

犯
が
考
え
ら
れ
て
い
る
、

に
説
明
さ
れ
得
る
わ
け
で
あ
る
。
第
一
章
に
お
い
て
、

し
ば
し
ば
「
正
犯
」
「
共
犯
」
の
概
念
を
m
慣
用
し
た
が

そ
の
場
合
の
「
正
犯
」

「
共
犯
」
は
、
多
く
、
こ
の
よ
う
な
志
味
で
理
解
し
て
お
け
ば
た
り
る
Q

し
か
し
、
正
犯
と
は
な
に
か
と
い
う
問
題
を
改
め
て
検
討
し
、
共

結、
呆、
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犯
と
の
実
質
的
差
異
を
究
明
す
る
た
め
に
、
そ
の
性
質
決
定
を
試
み
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

問
題
は
容
易
に
は
解
決
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
か
。

わ
れ
わ
れ
は
、
つ
ぎ
の
点
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
元
来
、
正
犯
一
般
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。
個
別
的
な
犯
罪
の
正
犯
す
な
わ
ち

殺
人
罪
・
窃
盗
罪
の
正
犯
が
問
題
に
な
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
殺
人
罪
の
正
犯
と
は
、
刑
法
一
九
九
条
の
構
成
要
件
の
解
釈
に
よ

っ
て
決
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
九
九
条
の
構
成
要
件
は
、
「
人
ヲ
殺

νタ
」
行
為
、
殺
さ
れ
た
と
い
う
結
果
、
お
よ
び
両

者
の
聞
の
閃
果
関
係
(
均
一
一
四
一
鴇
一
切
叫
ん
川
)
を
内
容
と
し
て
定
立
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
場
合
、
「
人
ヲ
殺

νタ
」
行
為
の
う
ち
に

は
、
実
行
行
為
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
行
為
だ
け
で
な
く
、
人
殺
し
の
誘
致
・
支
援
に
と
ど
ま
る
行
為
も
包
含
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
従

っ
て
、
も
し
構
成
要
件
が
、

一
方
で
、

こ
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

正
犯
と
共
犯
と
を
誘
致
行
為
・
支
援
行
為
と

は
異
な
っ
た
実
体
を
も
っ
た
行
為
か
、
誘
致
・
支
授
に
と
ど
ま
る
行
為
か
、

と
い
う
角
度
で
区
別
し
た
と
し
て
も
、
他
方
、
誘
致
・
支
援

と
違
っ
た
実
体
を
も
っ
た
行
為
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、

と
い
う
問
題
を
尋
ね
て
、
指
導
標
た
る
構
成
要
件
に
問
題
解
決
の
手
掛
り

を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
、
右
の
区
別
の
も
つ
意
味
が
極
め
て
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
気
付
く
わ
け
で
あ
る
Q

正
犯

と
は
行
為
自
体
の
性
質
が
共
犯
と
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
、

と
の
命
題
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
直
面
す
る
、
む
ず
か
し
さ

の
原
因
が
こ
こ
に
潜
ん
で
い
る
Q

(三司

か
く
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
単
に
、

正
犯
行
為
と
共
犯
行
為
と
は
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
乙
と
を
示
す
だ
け
で
、
満
足
し
て

過失|司時犯の正犯性

わ
れ
わ
れ
が
、

は
な
ら
な
い
と
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
Q

構
成
要
件
の
解
釈
論
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

間
果
関

係
論
に
つ
い
で
、
構
成
要
件
論
に
よ
る
過
失
同
時
犯
の
正
犯
性
の
基
礎
づ
け
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
ゆ
え
ん
が
乙
乙
に
あ
る
。
構
成
要
件

と
は
い
か
な
る
性
質
の
行
為
を
予
想
し
て
定
立
せ
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
を
問
う
乙
と
が
中
心
課
題
と
な
る
。

こ
こ
で
、
限
縮
的
正
犯
論
と
拡
張
的
正
犯
論
の
対
立
に
逢
着
す
る
。

し
か
し
で
、

わ
れ
わ
れ
は
、

北法 11(3・93)369 
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と
え
ば
刑
法
一
九
九
条
の
構
成
要
件
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
は
、
裁
判
官
が
、

そ
の
行
為
者
に
対
し
、
自
ら
刃
物
を
ふ
る
い
、
自
ら
銃

の
引
金
を
引
き
、
あ
る
い
は
自
ら
毒
薬
を
飲
ま
せ
て
人
を
殺
し
た
、
と
い
う
判
断
を
下
し
得
る
行
為
の
刑
引
で
あ
る
Q

第
二
は
、

か
よ
う
な

行
為
に
で
た
者
に
刃
物
・
銃
を
貸
与
し
、

あ
る
い
は
、
未
だ
殺
人
の
決
意
を
し
て
い
な
い
者
に
そ
の
決
意
を
う
え
つ
け
る
な
ど
し
て
、
殺

人
行
為
K
関
与
は
し
た
が
、
自
ら
殺
人
を
行
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
判
断
を
下
し
得
る
行
為
の
担
で
あ
る
。
構
成
要
件
は
第
一

と
考
え
る
態
度
が
、
限
縮
的
正
犯
論
を
導
く
。

の
型
を
予
定
し
て
い
る
、

ぺ
l
p
y
グ
は
い
う
。
な
に
を
も
っ
て
「
人
殺
し
」
と
い
う
べ
き
か
が
問
題
K
な
る
場
合
、
答
は
二
つ
し
か
な
い
Q

「
自
己
あ
る
い

は
他
人
の
他
の
種
類
の
挙
動
を
表
象
に
く
み
入
れ
る
と
と
な
し
に
も
「
殺
人
』
と
い
う
特
徴
的
な
意
味
を
も
っ
挙
動
」
す
な
わ
ち
、

わ
れ
わ
れ
が
「
人
殺
し
」
と
い
え
ば
直
に
表
象
す
る
乙
と
が
で
き
る
よ
う
な
「
生
活
用
語
例
に
一
致
し
た
挙
動
」
で
あ
る
と
答
え
る
か
、

、.、.、.、.、.、.

な
ん
ら
か
の
形
で
寄
与
し
た
挙
動
」
で
あ
る
と
答
え
る
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
の
答
を
と
っ
た
場
合
に
は
、
予
備
と
未

「
殺
人
K
、

共
犯
の
未
遂
は
未
遂
一
般
と
な
っ
て
し
ま
い
、
過
失
的
共
犯
は
過
失
の
正
犯
と
せ
ら
れ
、
身
分
犯
は
非
'
身

分
者
に
よ
っ
て
も
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
。
か
く
し
て
、
ぺ

I
P
Y
グ
は
、
第
一
の
答
を
も
っ
て
正
当
な
り
と
す
る
。

、

.

、

.

、

，

、

.

、

.

、

.

、

.

、

.

、

.

ぺ
l
p
y
グ
に
よ
れ
ば
、
未
遂
K
対
す
る
関
係
で
は
「
完
成
し
た
犯
罪
」
、
共
犯
に
対
す
る
関
係
で
は
「
直
接
自
己
の
犯
罪
」

遂
の
明
確
な
区
別
が
失
わ
れ
、

そ
も
そ
も
、

国

が
規
制
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
合
目
的
的
に
、
犯
罪
類
型
l
l
「
自
立
的
・
直
接
的
・
独
立
的
犯
罪
類
型
」
!
を
定
立
す
る
乙
と
が
、
立
法
者
の
第

一
の
関
心
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
犯
罪
類
型
の
外
部
的
輪
郭
づ
け
と
し
て
把
握
さ
れ
た
ベ

l
p
y
グ

過失同時犯の正犯性

初
期
の
構
成
要
件
も
、
犯
罪
類
型
の
諸
要
素
を
整
理
し
、
統
一
す
る
思
想
的
形
相
・
指
導
形
相
と
し
て
理
解
さ
れ
た
ぺ

I
P
Y
グ
後
期
の
構

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
被
が
、
橋

成
要
件
も
、

と
も
に
既
遂
の
単
独
犯
的
行
為
を
予
定
し
て
定
立
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、

成
要
件
の
可
能
な
二
つ
の
型
の
う
ち
、
第
一
の
烈
を
選
ん
だ
積
械
的
な
理
由
を
、

乙
乙
に
見
出
す
と
と
が
で
き
る
(
見
)
官
一
一
日
日
目
前
一
括
羽
恥 情'

北法 11(3・95)371 



説

成
要
件
を
右
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る
ず

態
度
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
意
味
を
も
っ
」

同
様
の
思
想
は
、

M
・E
-
マ
イ
ア
!
の
構
成
要
件
の
県
論
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
。

マ
イ
ア
ー
は
い
う
Q

「
も
し
、
各
則
が
、
個
々
の
構
成

三A.
d岡

要
件
に
、
特
徴
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
並
ん
で
、

大
工
り
に
、

当
該
犯
罪
に
と
っ
て
特
徴
的
で
な
い
一
般
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
も
と
り
入

れ
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

す
な
わ
ち
、

た
と
え
ば
、

詐
欺
を
限
界
づ
け
る
に
当
っ
て
、
欺
同
行
為
の
ほ
か
に
欺
同
行
為
の
折
助
を
も

乙
の
よ
う
な
操
作
は
無
器
用
で
あ
り
、
従
っ
て
技
術
的
に
も
欠
陥

が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
相
異
な
っ
た
法
定
刑
を
定
め
る
際
の
邪
魔
に
も
な
る
。
」
マ
イ
ア
ー
の
こ
の
よ
う
な
提
言
の
根
祇
に
は
、
ぺ

l
p

と
り
入
れ
る
乙
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
無
用
な
わ
ざ
で
あ
る
。

ご
人
の
行
為
者
に
よ
る
一
個
の
法
律
的
構
成
要
件
の
完
全
な
実
現
が
、
論
理
的
見
地
に
お
い
て
、
ノ
ル
マ

1
ル

シ
グ
に
お
け
る
と
同
様
、

(
8
V
 

フ
ァ
ー
ル
で
あ
る
」
と
い
う
思
想
が
潜
ん
で
い
る
(
帥
川
下
一
印
刷
M
日
間
帆

γ
J
b
引

M
J
惜
一
地
庄
一
一
尚
一
州
諸
一
品
院
院

ku--腕誠
一
山
町
主
一
一
弘
恥
札
一
品
一
訪
問

(

9

V

 

し
て
定
立
さ
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
て
い
る
点
、
右
に
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
J
o

マ
イ
ア

1
の
型
的
性
質
否
定
論
に
た
ち
入
る
余
裕
も
な
い
し
、
ま
た
そ
の
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
」

小
野
博
士
、

沌
川
博
士
が
明
確
に
ぺ

1
p
シ
グ
、

マ
イ
ア

の
思
想
を
継
王立，
Jえ
ツし
寸イ

い~ ~ 
スfIマエ、
ノレ

H

ノ
ッ
ト
ラ
l
、

ク
エ

1
グ
ナ

I
、

ド
1
ナ、

山
木
村
・
構
成
要
件
と
型
概
念
(
法
学
二
一
巻
)
五
号
一
頁
以
下
、
六
号
ご
五
頁
以
下
、
荘
子
・
構
成
要
件
(
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
五
六
年
六
月
号
)
一
一

七
頁
以
下
。

凶
木
村
・
刑
法
に
於
げ
る
因
果
関
係
否
定
論
(
刑
法
解
釈
の
諸
問
題
一
巻
)
一
七
六
頁
、
木
村
・
刑
法
に
お
け
る
凶
果
関
係
の
珂
論
(
法
律
時
報
コ
三
巻

一
一
一
号
)
八
頁
。
但
し
、
教
授
は
、
行
為
の
定
型
性
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
で
あ
る
。
本
稿

l
北
法
一
一
巻
ご
号
一

O
八
九
頁
。

間
し
か
し
、
木
村
教
授
、
植
田
教
授
は
、
構
成
要
件
が
予
定
す
る
型
を
こ
の
よ
う
に
狭
い
範
囲
の
行
為
と
考
え
ず
に
、
限
縮
的
正
犯
論
に
接
近
し
た
征
犯

論
を
展
開
し
て
お
ら
れ
る
。
詳
細
後
出
一
一
四
頁
註
川
、
一
一
一
一
二
頁
、
二
一
四
頁
註
問
。

凶
開
・
切
巾
出
口

m
w
g
s
y
a
F
ω
・
百
円
-

u

仏巾

5
・

F
o
r
B
g
B
〈

2
r児
島
g
w
∞

-AHg
同
・
ロ
品

m
m
g
m
-
戸
田
口
問
。

w
U
2
5
C
L
O
B
m
斗
即
席
吾
作
間
口
戸

ω
-
N
C
F
 

同

開

・

切

色

白

m
L
U
Eロ仏
N
口
問
伶
ロ

kr・
ω・
M
M
F
官
民
・
〉
己

n
r
p
z
-
F
-
〈
・
〈
・

ω
-
E印
同
二
ω
岳

民

-
v
N
∞
斗
同

-wg由
民

JKHHER-w
品
N

Y

品
印
印
同
・
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附
開
・
回
。
ロ
ロ
muHb
〈
〈
・

ω
-
E
L
H
C
V
戸
NUN品
E
Y
N
E
同・

5
当
-
一
号
ロ
・
の
B
E
N
E
m
o
ロ
〉
・

ω
-
E
F
N
U
R・
2
R
-

m
冨
・
開
・
呂
田
可
刊
円
、
〉
}
]
間
u

叶
・
∞
-
u
b
『・

矧
冨
・
開
・
沼
田
可
R

L・白・

0
・
ω・
2
N
Lロ
ロ
「
〈
間
「

ω-H∞
L
P
ω
斗
印
レ
ミ
・

川
間
宮
・
開
・
冨
ミ
2
・
F
白・

0
・
ω・
品
〉
・
品
・
こ
の
点
に
つ
き
、
木
村
・
法
学
二
一
巻
五
号
五
頁
、
小
野
・
構
成
要
件
の
理
論
ご

O
七
頁
以
下
。
な
お
、
木

村
・
諸
問
題
一
巻
一
七
三

l
四
頁
は
、
マ
イ
ア
ー
が
「
原
則
と
し
て
は
、
い
か
な
る
意
思
活
動
も
構
成
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
に
と
っ
て
は
、

い
か
に
し
て
結
果
が
発
生
し
た
か
は
葉
大
で
は
な
く
、
結
果
が
発
生
し
た
と
い

'2と
だ
け
が
重
大
江
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
点
(
日
・
h
c
J刊
誌
酌
)
を

捉
え
て
、
乙
れ
を
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
な
り
と
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
マ
イ
ア
ー
は
、
人
殺
し
は
射
殺
・
刺
殺
・
絞
殺
・
毒
殺
等
そ
の
方
法
の
い
か

ん
を
問
わ
ず
可
能

rと
い
う
だ
け
で
あ
る
。
射
殺
を
支
援
し
に
者
、
刺
殺
を
奨
め
た
者
も
人
殺
し

rと
い
う
の
で
は
な
い
。

ζ

の
意
味
で
、
わ
た
く
し
は
、

マ
イ
ア
ー
を
ベ

l
り
ン
グ
と
同
列
に
扱
っ
た
の
で
あ
る
。

側

「

N
E
S
E
W
N
ω
可
巧
-
s
u
ω
・
8
h・山田『
2
L。
3
・
〈
C
B
臼
ロ
ロ

ι
2
叶
巳
-
E
r
B
2
2目
ロ
町
一
昨
白
ロ

(Nω
ロ
巧
・
日
N
)
ω
-
H
S
R
E
r
g
-
∞
-
H
S

HH-h
〉
・
者
向
田
口
市
♂
河
内
向
CHS-ω
・
5
N同
-
L
O吋
U
L
o
a
-
g
s
P
R
r
p
ω
-
N
5
r
N官
民
・
山
の
-NZ
口。
r
E
u
〉己目
g
F
ω
-
g
u
印
甲
山
吋
『
・
一
包
丘
町
ア

円
岳
H
E
n
y
ω
-
Nち
R
J
Nさ
R-u
小
野
・
前
掲
害
二
一
頁
、
一
一

O
頁
、
二
四
一
頁
、
一
一
六
八
頁
以
下
、
滝
川
・
犯
罪
論
序
説
一
一

O
O頁。

刷
出
・
回
答
ア
閉
山
E
H
E
r
-〈
2
ロロ仏

2
5
5
2
2
吋
g
R
Z関
門
戸
山
一
切
門
戸
〉
σr・
ωωYHUω
臼

)ω
・
5
同

-u
佐
伯
・
一
一
つ
の
正
犯
概
念
(
法
学
論
議
三
ご
巻
)

七
四
三
頁
、
植
田
・
共
犯
の
基
本
問
題
ご

O
一
二
一
良
は
、
限
縮
的
正
犯
論
が
従
来
自
覚
的
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
暗
歎
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
に

す
ぎ
な
い
、
と
す
る
。
し
か
し
、
本
文
で
指
摘
し
た
ベ

l
り
ン
グ
や

M
・E
-
マ
イ
ア
!
の
見
解
は
、
な
ぜ
に
構
成
要
件
が
限
縮
的
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
に
つ
き
、
積
極
的
な
根
拠
を
呈
示
せ
ん
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

』当

限
縮
的
正
犯
論
と
過
失
同
時
犯
の
正
犯
性

過失|司時犯の正犯性

第

款

限
縮
的
正
犯
論
は
、
構
成
要
件
が
既
遂
の
単
独
犯
を
予
定
し
て
定
立
さ
れ
て
い
る
と
い
う
思
想
を
、
そ
の

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
‘
.
、
，
、
.

根
祇
に
お
く
。
そ
し
て
、
共
犯
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
正
犯
と
は
、
乙
の
単
独
犯
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
る
と
考
え
る
ω

従
っ
て
、
正
犯

自
ら
構
成
要
件
を
実
現
し
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
(
均
辺
氏
訪
れ
出
没
勾
ど
於
う
か
、
一
と
い
う
判

過
失
同
時
犯
が
、
各
則
の
過
失
犯
の
構
成
要
件
の
下
で
、
正
犯
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
た
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右
に
眺
め
た
よ
う
に
、

と
共
犯
と
を
区
別
す
る
契
機
は
、

断
に
あ
る
、
と
さ
れ
る
Q

従
っ
て
ま
た
、
当
然
に
、



説

め
に
は
、
と
の
よ
う
に
白
ら
構
成
要
件
を
実
現
し
た
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
《
れ
(
畑
柑
川
百
剛
一
m
J
、
志
乃
山
一
日
立
浦
和
服
湖
一
明
白
山

た
つ
学
者
の
多
く
が
、
過
失
同
時
犯
の
正
犯
性
を
基
礎
づ
け
る
に
当
っ
て
、
右
の
よ
う
な
原
則
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
点
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
ベ
/

0

1
リ
ン
グ
、
マ
イ
ア

l
は
原
則
に
忠
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
因
果
関
係
と
構
成
要
件
と
の
関
係
に
つ
き
、

E
当
な
意
識
に
で
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
」

論

積
極
的
に
、

本
章
目
頭
の
問
題
点
に
関
し
、

正
犯
性
を
あ
き
ら
か
に
せ
ん
と
し
て
到
達
し
た
一
つ
の
結
論
を
示
す
も
の

乙
の
態
度
は
、

で
あ
る

と
評
価
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
Q

し
か
し

乙
の
判
断
を
得
る
た
め
の
実
質
的
基
準
、

自
ら
構
成
要
件
を
実
現
し
た
と

つ
ま
り
、

い
え
る
場
合
と
い
え
な
い
場
合
の
限
界
を
な
に
に
求
め
る
べ
き
か
、

と
い
う
点
で
は
、

問
題
が
あ
る
Q

右
の
点
に
関
す
る
ぺ

l
p
y
グ
の
見
解
を
眺
め
よ
う
。

先
程
紹
介
し
た
生
活
用
語
例
の
観
念
を
お
く
Q

日
常
、

ぺ
l

p
シ
グ
は

自
ら
構
成
要
件
を
実
現
し
た
と
い
う
判
断
の
基
準
に

殺
人
行
為
・
窃
盗
行
為
と
き
く
と
き
、

ハ
4
v
、

起
す
る
表
象
像
(
生
活
用
語
例
)
に
合
致
し
た
行
為
を
な
す
者
が
主
犯
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
恥
H
U
ず
ん

W
H黙
阿
叶
打
力
徒
一
位
用
品
目
刷
出
叫
械
一
位
山

一

主

主

主

張

、

害

弱

点

議

官

4520従っ
て
、
ぺ

1
3グ
に
お
け
る
過
失
同
時
子
、
生

わ
れ
わ
れ
が

わ
れ
わ
れ
の
心
の
中
に
生

活
用
語
例
と
い
う
表
象
像
に
一
致
し
て

「
過
失
的
に
人
を
殺
し
た
」
「
過
失
的
に
人
を
傷
害
し
た
」

等
と
い
え
る
場
合
に
成
立
す
る
こ
と

に
な
る
。
「
人
殺
し
」
に
「
過
失
的
に
関
与
し
た
」
だ
け
で
は
、
故
意
殺
・
過
失
殺
の
正
犯
に
対
す
る
過
失
的
共
犯
(
不
可
罰
)
が
成
立
す

る
に
す
ぎ
な
い
。
同
様
の
態
度
は
、
ツ
イ
シ
マ

1
ル
、
ド
1
ナ
に
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。

乙
れ
に
対
し
て
、

よ
り
形
式
的
な
基
準
を
選
ぶ
。
さ
き
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、

マ
イ
ア
ー
は

一
人
の
行
為
者

M
・E
-
マ
イ
ア
1
は、

に
よ
る
一
個
の
構
成
要
件
の
完
全
な
実
現
、

す
な
わ
ち
既
遂
の
単
独
犯
を
も
っ
て
犯
罪
の
原
則
型
と
考
え
、
構
成
要
件
自
体
か
よ
う
な
見

地
に
お
い
て
定
立
さ
れ
て
い
る
、
と
す
る
@

〈

8
V

あ
る
Q

し
か
し
、
法
は
未
遂
・
共
犯
を
罰
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、

マ
イ
ア
ー
に
お
い
て
、
乙
の
原
則
型
か
ら
は
ず
れ
る
行
為
は
、
本
来
、
犯
罪
た
り
得
な
い
の
で

マ
イ
ア
ー
は
、
未
遂
・
共
犯
を
罰
す
る
た
め
に
、
「
各
個
の
犯
罪
の

特
徴
的
要
素
に
、
そ
の
概
念
的
範
囲
を
超
越
す
る
効
力
を
与
え
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
挙
動
の
構
成
要
件
該
当
性
を
基
礎
づ
け
る
事
由
」
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説

構
成
要
件
の
周
辺
・
広
い
構
成
要
件
な
る
概
念
を
考
え
た
(
何
時
一
月
間
れ
れ
許
可
結
♂
時
げ
一
日
比
一
)
の
に
比
し
、
論
理
的
に
徹
底
し
て
い
る
、
と
い
え

よ
う
。
尤
も
、
マ
イ
ア

l
自
身
、
「
広
い
構
成
要
件
」
と
い
う
言
葉
を
使
つ
て
は
い
る
|
|
豆
・
開
・
富
田
苫
ア
由
-
m
H
0
・
ω・
ω
匂
な
お
、
小
野
・
構
成

要
件
の
理
論
ご

O
七

i
八
頁
、
一
一
五
三
頁
。

刷

ζ

乙
で
、
マ
イ
ア
ー
が
、
共
犯
は
徹
頭
徹
尾
実
定
法
の
所
産
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
点
を
顧
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
1

1
戸
開
・
足
ミ

F
田
-
F
0
.
ω
・

∞
∞
∞
・
乙
れ
に
反
し
、
ベ

l
り
ン
グ
は
、
独
立
し
七
犯
罪
類
型
と
未
遂
・
共
犯
の
非
独
立
的
犯
罪
類
型
と
を
、
マ
イ
ア
ー
に
比
し
、
よ
り
密
着
さ
せ
て
理

解
し
よ
う
と
す
る
1
1
1
円
回
忌
口
問
u

「
〈
・
ぐ
・

ω・日仏由民・

5
戸
山
含
g
・
呂
町
任
。
ι
F
ω
・
宮
u

志
向
・
山
内

rz-
戸
〉
・

ω・
町
二
凶
品
目
円
前
註
附
の
指
摘

に
み
ら
れ
た
ベ

l
り
ン
グ
の
未
遂
・
共
犯
の
体
系
的
位
置
づ
け
に
関
す
る
苦
心
の
跡
も
、
乙
の
点
に
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

刷
宮
・
何
・
呂
田
百
円
u
p
巴・

0
・
ω・
ω
企・

間

宮
-
H
W

・
呂
田
町
内
ア
凶
・
白
・

0
・∞
-
A
F
g
r
g
n
r
ω
・
ω
∞吋・

間
正
犯
と
共
犯
と
を
、
か
よ
う
に
形
式
的
・
抽
象
的
基
準
に
従
っ
て
区
別
す
る
乙
と
に
伴
う
必
然
的
難
点
に
つ
き
、
マ
イ
ア
ー
は
、
包
筏
と
い
う
操
作
に

つ
き
も
の
の
困
難
さ
に
と
ど
ま
る
、
と
答
え
て
い
る
|
|
戸
肘
・
富
山
可

F
白
-
P
C・
ω・
ι
8・

凶
呂
・
開
・
宮
山
百
円
切
凶

P

0
・
ω・品。
ω・

凶

冨
-

H

凶
・
宮
山
可
巾
♂
白
-
m
・
o-ω-uEwω
宮
〉
・
戸
wω
∞N
〉・。・

論

そ
の
後
の
学
説
か
ら
激
し
く

ハ1
v

批
判
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
非
難
の
的
は
、
生
活
用
評
例
と
い
う
観
念
の
暖
昧
さ
不
確
実
さ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ

さ
て
、

正
犯
性
を
基
礎
づ
け
る
た
め
の
基
準
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
ぺ

1
p
y
グ
の
生
活
用
語
例
は
、

の
批
判
は
、
過
失
同
時
犯
の
問
題
に
つ
い
て
も
、

正
鵠
を
射
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
勿
論
、

ス
ピ
ー
ド
違
反
逆
転
を
し
て
人
を
轍
死

さ
せ
た
場
合
と
か
、
押
丸
が
入
っ
て
い
な
い
と
軽
信
し
て
、
銃
を
暴
発
さ
せ
、
人
を
死
に
致
し
た
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
行
為
を
目
し
て
、

わ
れ
わ
れ
が
過
失
致
死
と
き
け
ば
、
す
ぐ
に
思
い
浮
べ
る
よ
う
な
表
象
像
に
一
致
し
た
行
為
と
な
す
乙
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
生
活
用
語
例
は
、
構
成
要
件
実
現
の
有
無
の
判
断
基
準
と
し
て
、
有
効
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
【
例
八
】
の

A
の
行
為
(
岬
一
訪
れ
だ
っ
社
凶
行
一
川
け
り
引
新
一
郎
知
町
一
肘
俳
机
)
、
【
例
九
】
の

A
の
行
為
(
げ
川
一
円
増
付
一
話
一
口
町
村
問
一

mm引
に
)
を
判

北法 11(3・100)376 



断
す
る
場
合
に
、
生
活
困
語
例
を
基
準
と
す
る
こ
と
は
、
呆
し
て
有
効
適
切
で
あ
ろ
う
か
Q

か
よ
う
な
場
合
の

A
の
行
為
が
、
「
自
己
あ
る

い
は
他
人
の
他
の
稜
矧
の
挙
動
を
表
象
K
く
み
入
れ
る
こ
と
な
し

ιも
「
殺
人
」
と
い
う
特
徴
的
な
意
味
を
も
っ
挙
動
ト
と
い
え
な
い
こ

と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、

人
の
死
と
い
う
結
果
は
発
生
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
。

A
の
行
為
だ
け
で
は
、

この品目品

味
で
は
、

A
の
行
為
は
、
生
活
用
語
例
の
過
失
致
死
行
為
と
い
う
表
象
像
に
一
致
す
る
行
為
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
行
為
の

危
険
性
・
結
果
惹
起
の
可
能
性
を
強
調
し
つ
つ
、

に
つ
い
て
、

生
活
用
語
例
の
過
失
致
死
行
為
と
い
う
表
象
阪
と
の
対
照
を
試
み
る
と
き
、

過
失
致
死
行
為
を
一
概
に
否
定
し
さ
る
こ
と
も
、
で
き
な
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
の
で
あ
ん
吃

A
の
行
為

と
の
こ
と
は
、

生
活
用
語
例
と
い
う
表
象
像
自
体
が
、
厳
格
な
輪
郭
づ
け
に
親
し
ま
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
限
界
線
上
の
場
合
に
、
自
ら
構
成
要
件
を
実
現
し
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
と
し
て
、

(

3

)

 

と
い
え
よ
う
Q

小
野
博
士
が
指
摘
せ
ら
れ
る
よ
う

ι、

生
活
用
語
例
を
ひ
き
あ

い
に
だ
す
こ
と
は
有
効
で
な
い
、

ベ
!
日
ノ
シ
グ
の
「
実
際
生
活
の
直
観
に
即
し
た

考
え
方
に
正
し
い
も
の
が
あ
る
」
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

準
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
り
厳
格
・
明
確
な
判
断
基

コ
ー
コ
1
斗
。
、

J
e
ペ
サ
ペ

4
4
4
ぺ
p
k

さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、

四

そ
れ
で
は
M
・E
-
マ
イ
ア
I
の
見
解
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

(三司過失同時犯の正犯性

既
遂
の
単
独
犯
を
予
定
し
た
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
が
正
犯
で
あ
り
、

処
罰
拡
張
事
由
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
処
罰
の
基
礎
を

技
得
す
る
行
為
が
共
犯
で
あ
る
、

と
い
う
の
は
限
縮
的
正
犯
論
の
基
本
的
態
度
で
あ
る
。

こ
の
占
川
、

マ
イ
ア
i
の
理
解
は
正
し
い
。
し
か

し
、
問
題
は

い
か
な
る
実
質
的
基
準
を
も
っ
て
、
構
成
要
件

ι該
当
す
る
行
為
と
処
罰
拡
張
事
由
に
該
当
す
る
行
為
と
の
区
別
を
画
す

に
あ
る
。
と
こ
ろ
が

マ
イ
ア
ー
に
は
実
質
的
基
準
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
強
い
て
あ
げ
れ
ば
、
法
益
を
侵
害
す
る
行
為

る
か

か
、
そ
の
侵
害
に
関
与
す
る
行
為
か
、

と
い
う
基
準
は
あ
る
。

し
か
し
、

乙
こ
に
も
ま
た
問
題
が
あ
る
Q

第
一
に
、
間
接
正
犯
と
被
利
用

北法 11(3・101)377 



説

者
(
道
具
)
の
関
係
を
右
の
基
準
で
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
に
疑
問
が
あ
る
。
自
ら
予
を
ふ
る
っ
て
攻
撃
す
る
被
利
用
者
の

(
5
V
 

行
為
は
、
法
益
の
侵
害
そ
の
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
。
尤
も
、

マ
イ
ア
I
は
、
法
益
侵
害
の
有
無
に
よ
る
正
犯
と
共
犯
の
区
別

論

を
、
専
ら
共
同
正
犯
と
封
巾
助
犯
の
区
別
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。
間
接
正
犯
と
被
利
用
者
に
関
し
て
は
、
別
の
基
準
が
考
え

マ
イ
ア
I
は
、
明
確
に
、
被
利
用
者
は
不
可
罰
で
あ
る
か

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、

い
は
、
常
助
犯
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
か
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
自
ら
乎
を
ふ
る
っ
て
攻
撃
す
る
被
利
用
者
が
、
制
市
助
犯
と
さ
れ
る
と

マ
イ
ア
1
の
見
解
か
ら
は
見
出
さ
れ
な
い
。
第
二
に
、
教
唆
犯

、.、，、.、，

と
間
接
正
犯
の
関
係
に
も
疑
問
が
あ
る
。
マ
イ
ア
l
自
身
、
両
者
の
聞
に
は
因
果
の
構
造
上
の
差
具
は
存
在
せ
ず
、
と
も
に
、
構
成
要
件

、.、.、，、.、.、.

の
実
現
を
誘
致
す
る
も
の
・
実
行
の
動
機
づ
け
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
場
合
に
よ
り
間
接
正
犯
と
も
な
り
教
唆
犯
と
も
な
る
、

ハ7
}

と
す
る
Q

と
す
れ
ば
、
法
益
侵
害
に
対
す
る
関
係
で
も
同
格
で
あ
ら
ね
ば
な
る
ま
い
Q

き
、
法
益
侵
害
の
準
備
・
助
成
し
か
存
在
し
な
い
、

と
の
理
由
づ
け
は
、

従
っ
て
、
法
益
侵
害
の
有
無
に
よ
る
正
犯
と
共
犯
と
の
区
別
は
、
共
同
正
犯
か
単
な
る
見
張
り
か
を
区
別
す
る
場
合
に
は
通
用
し
て
も
、

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
般
的
に
正
犯
と
共
犯
と
を
区
別
す
る
場
合
に
は
、
到
底
援
用
さ
れ
得
な
い
、

五

過
失
同
時
正
犯
の
基
礎
づ
け
に
関
す
る
マ
イ
ア
l
の
見
解
は
、

マ
イ
ア
ー
が

過
失
同
時
正

さ
ら
に
問
題
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、

犯
も
ま
た
構
成
要
件
の
完
全
な
実
現
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
、

と
考
え
た
態
度
は
、
他
の
形
式
的

1
客
観
説
に
た
つ
学
者
、

え
ば

D
Y
ト
ラ
ー
に
比
し

一
貫
し
て
い
る
と
評
価
す
る
ζ

と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し

そ
の
基

ブ
ラ
シ
ク

ヒ
ツ
ペ
ル

D
ス
ト

礎
づ
け
は
、
非
常
に
混
乱
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
章
第
二
節
に
お
い
て

マ
イ
ア
l
の
悶
果
関
係
論
に
拠
る
過
失
同
時
犯
の
正
犯
性
を
眺
め
、

こ
れ
に
満
足
で
き
な

わ
れ
わ
れ
は

い
こ
と
を
結
論
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
、
そ
の
後
、
す
べ
て
の
囚
果
関
係
は
重
要
で
あ
る
と
な
し
、

し
か
し
、
因
果
関
係
の
問
題
は
刑
法

あ
る

~~法 11 (3・102)378 
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上
甚
だ
重
要
性
の
す
く
な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
(
相
牒
鯛
係
)
。
そ
し
て
、

考
慮
し
て
決
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
一
方
で
、
構
成
要
件
実
現
の
理
論
を
と
り
、
他
方
で
、
因
果
関
係
不

疑
問
が
生
じ
た
場
合
に
は

い
つ
で
も
責
任
論
を

用
論
↓
責
任
論
を
と
る
に
至
っ
た
次
元
に
お
い
て
、

マ
イ
ア
I
の
過
失
同
時
犯
の
正
犯
性
は
、
構
成
要
件
実
現
の
問
題
と
因
果
関
係
の
問

題
、
責
任
の
問
題
の
混
清
の
う
ち
に
樹
立
せ
ら
れ
て
い
る
、

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
詳
細
を
以
下
に
述
べ
よ
う
@

一
般
に
、
時
間
的
に
同
時
の
共
働
行
為
に
つ
い
て
だ
け
同
時
正
犯
を
認
め
、
相
前
後

し
た
共
働
行
為
に
つ
い
て
は
同
時
正
犯
の
成
立
を
認
め
な
い
。
第
二
の
行
為
が
故
意
行
為
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
の
行
為
が
第
二
の
行

さ
き
に
も
指
摘
し
て
お
い
た
が

マ
イ
ア
l
は

為
に
対
し
共
犯
関
係
に
た
た
な
い
限
り
、
第
一
の
行
為
の
結
果
に
対
す
る
因
果
的
寄
与
部
分
は
第
二
の
行
為
に
よ
っ
て
消
去
せ
ら
れ
る
の

か
か
る
場
合
を
も
同
時
正
犯
の
範
障
に
入
れ
る
な
ら
ば
、

は
矛
盾
に
逢
着
す
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
彼
の
因
果
関
係
論
に
よ
る
同
時
正
犯
の
基
礎
づ
け
が
、
因
果
関
係
不
用
論
を
と

(
目
J
V

り
、
構
成
要
件
実
現
の
理
論
を
と
る
乙
の
段
階
に
お
い
て
も
、
い
か
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、
興
味
の
あ
る
点
だ
と
い
え
よ
う
Q

で
あ
っ
て
、

二
つ
の
正
犯
行
為
が
存
在
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
同
時
医
犯
概
念

同

だ

が

、

第

二

の

行

為

が

、

二

つ

の

過

失

の

正

犯

行

為

の

可

能

性

を

A
h

日
J
V

、

工
、
へ
第
一
の
行
為
が
故
意
行
為
で
あ
る
場
合
に
は
、
間
接
正
犯
が
成
立
す
る
、
と
さ
れ
る
。
な
お
、
わ
れ
わ
れ
は
、
第
一
章
第
二
節
に
お
い
ず

~し
f

て
、
マ
イ

7

1
の
見
解
か
ら
は
、
過
失
同
時
正
犯
を
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
疑
問
を
抱
い
て
い
た
¥

し
か
し
、
二
つ
の
過
失
の
正
犯

過
失
行
為
で
あ
る
場
合
は
別
で
あ
る
。

マ
イ
ア
I
自
身
否
定
し
て
い

行
為
を
決
す
る
実
質
的
基
準
は
い
か
に

と
い
う
点
に
な
る
と

こ
こ
で
も
マ
イ
ア
ー
は
な
ん
ら
答
え
て
い
な
い

と
い
わ
な
け
れ
ば
な

過失同時犯のE犯性

に
還
元
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
す
。
す
な
わ
ち

乙
の
問
題
を
因
果
関
係
の
問
題
と
こ
れ
を
修
正
す
る
原
理
と
し
て
の
責
任
の
問
題

マ
イ
ア
!
は
、

A
が
弾
丸
の
押
入
っ
た
ピ
ス
ト
ル
を
オ
ー
バ
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
さ
し
こ
ん

ら
な
い
。
と
こ
ろ
が

コ
今
し
つ
1
ま

4
4
J
x
q
d
A
1
4
4
p
u
 

マ
イ
ア
ー
が

だ
ま
ま
、
劇
場
の
荷
物
預
所
に
預
け
た
と
こ
ろ
、
従
業
員
が
そ
の
ピ
ス
ト
ル
を
手
に
し
戯
れ
て
い
る
聞
に
、
誰
か
を
射
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
(
川
岡
山
山
)
と

弾
丸
は
入
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
ピ
ス
ト
ル
の
掃
除
を
命
じ
た
と
こ
ろ
、

そ
の
召
使
が
命
令
を

B
が
召
使
に
対
し
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説

、.、.、.、.

不
注
意
に
実
行
し
、
料
理
女
を
射
殺
し
て
し
ま
っ
た
場
合
を
と
り
あ
げ
、
彼
等
が
「
結
呆
を
過
失
的
に
惹
起
し
た
(
国

2
U由
民

5
2ロ
m)
か

論

つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
(
な
お
、
こ
り
場
合
、
国
民
『
2
2
Z
E同
づ
「
A
ま
無
罪
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

B

/
は
〈
。
円
宮
内

E
Eロ
聞
に
対
立
し
て
い
る
」

l

は
過
失
致
死
で
有
罪
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、

A
は
従
業
員
の
独
断
を
計
算
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

B
に
対
し
て
、

ど
う
か
」
を
検
討
す
べ
き
だ
と
な
し

わ
れ
わ
れ
は
、
危
険
を
防
止
す
べ
く
儲
信
を
も
っ
て
か
ら
命
令
を
だ
す
よ
う
要
求
す
る
が
ゆ
え
で
あ
る
」
と
。

、.、.、，、.、.‘.、.

さ
て
、
故
意
行
志
に
先
行
す
る
行
為
の
因
果
的
寄
与
部
分
は
、
後
続
す
る
こ
の
故
意
行
為
に
よ
っ
て
消
去
せ
ら
れ
、

、、、

そ
の
正
犯
性
を
失

う
に
至
る
、
と
い
う
の
は
、
因
呆
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
山
体
を
、
刑
法
上
甚
だ
重
要
性
の
す
く
な
い
問
題
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、

正
犯
性
は
構
成
要
件
該
当
性
の
有
無
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
す
る
マ
イ
ア
l
の
基
本
的
態
度
か
=
り
し
て
妥
当
で
な
い
。
ま

た
、
時
間
的
に
相
前
後
し
て
二
つ
の
過
失
行
為
が
共
働
す
る
場
合
、

マ
イ
ア
I
は
、
過
失
同
時
正
犯
を
責
任
の
考
量
に
よ
っ
て
決
し
よ
う

と
し
て
い
る
、
と
解
せ
ら
れ
る
点
も
疑
問
で
あ
る
。

マ
イ
ア
ー
が
掲
げ
た
例
に
関
し
て
い
え
ば

コ
ペ
し
っ
ぺ
し

v
正

J
4
4
4
J
4
A万
べ

p
t

な
ぜ

A
に
つ
い
て
も
危

険
防
止
の
措
置
を
講
じ
て
か
ら
オ
ー
バ
ー
を
預
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
、

と
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

マ
イ
ア
ー
に
お

け
る
過
失
の
要
素
た
る
当
為
違
反
と
い
う
点
で
は
、

A
も
B
も
同
列
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
勿
論
、

マ
イ
ア
I
は
、
当
為
進
一
以
に
よ
っ
て

直
に
過
失
が
肯
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
行
為
者
が
義
務
違
反
を
予
見
し
得
た
か
ど
う
か
、
結
果
を
回
避
し
得
た
か
ど
う
か
の
検
討
を

と
考
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
)
こ
の
怠
味
で
は
、

A
は
従
業
員
の
独
断
を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

ま
っ
て
、
過
失
が
肯
定
さ
れ
る
、

っ
た

と
い
う
説
明
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に

A
に
義
務
違
反
は
あ
っ
た
が
、
結
果
因
果
の
流
を
令
め
て

i
の
予

(

口

)

と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
ラ
イ
ヒ
ス
グ
リ
ヒ
ト
は
、
【
例
八
〕
の

A
に
つ

マ
イ
ア
1
は、

見
可
能
性
は
な
か
っ
た
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
、

き
、
ピ
ス
ト
ル
が
誰
か
他
人
の
手
に
渡
り
、
誰
か
が
射
た
れ
て
死
ぬ
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
表
象
を
充
分
も
ち
得
た
筈
で
あ
る
、

ハ同一》

い
た
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、

と
し
て

マ
イ
ア
!
自
身
、

か
つ
て
、
納
屋
の
機
械
の
台
の
上
に
、
灯
の
と
も
っ
た
石
油
一
フ
シ
プ
を
不
安
定
な
状
態
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に
お
き
、

火
災
を
発
生
さ
せ
た
場
合
に
つ
き
、
ラ
イ
ヒ
ス
グ
リ
ヒ
ト

K
賛
成
し
つ
つ
、
火
災
は
予
見
可
能
で
あ
り
主
観
的
に
も
行
為
者
に

と
し
て
い
た
で
は
な
い
か
Q

ピ
ス
ト
ル
が
他
人
の
手
に
渡
り
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
は
、
風
が
吹
い
て
き
て
石

帰
せ
し
め
ら
れ
得
る
、

油
一
ブ
シ
プ
を
倒
す
可
能
性
に
比
し
、
低
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
者
が
、
客
観
的
に
予
見
可
能
で
あ
る
と

い
う
点
は
い
う
ま
で
も
な
く
(
鵡
十
宮
崎
四
節
)
、
行
為
者
の
主
観
的
な
予
見
可
能
性
の
範
囲
に
も
あ
る
、

イ
ア
1
自
身
の
理
解
か
ら
も
で
て
こ
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
い
う
点
を
否
定
す
る
こ
と
は
、

か
く
考
え
れ
ば
、
歌
っ
て
ピ
ス
ト
ル
の
入
っ
た
オ
ー
バ
ー
を
預
け
た
A
と、

弾
丸
は
入
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
ピ
ス
ト
ル
の
手
入
れ
を

責
任
の
次
元
で
相
違
す
る
点
あ
り
と
し
て
区
別
し
、

イ
ア
I
の
態
度
は
、
極
め
て
疑
問
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
Q

勿
論
、
わ
れ
わ
れ
も
、
マ
イ
ア
l
の
例
に
お
け
る

A
・B
を
同
列
に
論
じ

、
，
、
，
、
，
、
，
、
，
、
.
、
，
、
，
、
，
、
.
、
，
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

弾
丸
は
入
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
ピ
ス
ト
ル
の
掃
除
を
命
じ
た
と
き
、

命
じ
た
B
と
を

B
に
の
み
過
失
致
死
罪
の
同
時
正
犯
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
マ

高、ょ
度、う
な、と
危、は
険、忠
也、わ
がな
生い
じ Q

Tこ B
カf

そ
こ
に
は

結
来
発
生
の
極
め
て

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

乙
の
点
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
り

わ
れ
わ
れ
は
妥
当
な
帰
結
に
達
し
得
る
の

問

で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
三
章
K
お
い
て
改
め
て
考
察
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
す
く
な
く
と
も
マ
イ
ア
ー
の
い
わ
ゆ
る

、

、

、

、

、

ハ

nv

責
任
の
考
量
に
よ
っ
て
は
、
正
犯
性
は
決
定
さ
れ
得
な
い
、
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
よ
う
Q

過失同時犯のE犯性

出

民

間

口

m刷一切口
}MVH内
E
S
-
-
S
F
ω
・仏
(

)

U

出
・
∞

E
ロ
♂
市
内
円
一

z
r
L
m門
戸
山
「
円
。
〈

C
B
、吋伊丹

}ugg口
Luω
・印
G
『

-
u
E・
回
出
「
♂
河

2
5
r巴
〈
向
山
口
ロ
ハ
由
。
丘
町

E
Z
R

2

5
宮
田
門
戸

ω-N印
一
同

F
E
m
m
w
g。品。
5
2
2
5
r目白門戸

ω・
5
r
E・
4
2
N印「

ω
E
Fロ
N
E
H
M
2
5
5
仏

g
T
E
E
r
g
(
N
凶
庁
円
売
包
)

ω・
臼
甲
山
田

-
m
c
o
r
H
W
U
5
F
m
n
r
e
E口
問
弘

0
5
2仏
師
団
〈

2
σ
B
n
r
g
r
z
u
u
u
ω
・
&
〉

-
f
d司・

CM-zpUω
巳

g
n
y日
回
日
一
片
門
何
回

p
m凶
甲
山
木
村
・

刑
法
総
論
三
七
七

l
八
頁
、
竹
田
・
正
犯
概
念
の
拡
振
と
共
犯
概
怠
の
拡
張
(
法
と
経
済
五
巻
)
八
四
三
|
凶
氏
、
大
塚
・
問
儀
正
犯
の
研
先
六
一
頁
U

な
お
、
小
野
・
構
成
要
件
の
理
論
七
五

l
六
頁
、
八
八
頁
。

凶

JNm--H内
・
開
口
問
一

2
y
m
w・白・

0
・
ω・
ω由
同
・
一
月
・
問
、
出
口

m
p
白-
E
・

o-
∞-
5・

マ
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説

同
小
野
・
前
掲
香
七
六
頁
。

川
四
国
・
、
吋
出
5
0宅間
rFuω
同国
8
5三
宮
口
「
巾
∞
丘
町
戸
田
H
E
ロ
mwω
・叶
ω
同
は
、
構
成
要
件
が
専
ら
結
果
だ
け
を
め
ゴ
し
て
定
立
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
角
度
か

ら
、
ベ

l
リ
ン
グ
の
構
成
要
件
該
当
性
の
理
論
i

|
構
成
要
件
の
中
核
の
実
現

l
ー
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
百
品
m
m
g
開
豆
町
N四
F

g

g同円。
nzwω
・

、.、.

巴
h
w
w

巴
ω
〉・

8
1
し
か
し
、
構
成
要
件
が
、
果
し
て
タ
ル
ノ
ウ
ス
キ

l
の
埋
解
の
よ
'
コ
に
結
果
葱
起
の
態
様
を
無
視
し
た
も
の
と
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う

か
は
、
こ
こ
で
は
決
せ
ら
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ベ

1
リ
ン
グ
の
出
発
点
を
一
応
是
認
し
た
上
で
、
生
活
用
語
例
の
駿
昧
さ
に
疑
問
を
提
起
し
た
ま
で

で
あ
る
。

、.、.、.、.、.、.、.

間

宮

肘

・

7
向
a
R
w
〉
]rH・、
H，・
ω
-
u訟
は
、
間
接
正
犯
を
説
明
し
て
構
成
要
件
の
実
現
を
誘
叙
す
る
こ
と
と
は
し
、

ω・
ωぎ
は
、
さ
ら
に
間
接
正
犯
を

、

.

、

.

、

.

、

.

、

.

、

.

、

.

、

.

、

，

、

.

、

.

、

.

、

.

説
明
し
て
笑
行
へ
の
動
機
づ
け
と
な
し
て
い
る
Q

い
ず
れ
も
、
被
利
用
者
の
行
為
そ
の
も
の
を
捉
え
て
犯
罪
の
笑
行
を
考
え
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

刷
戸
間
・
呂
田
可

F
白・目・

0
・
ω・
ω忍・

川
声
明
・
呂
田
可
0
3
p
m・
o-
∞・

ω吋∞
-
u
m
g
の
E
Z
-
N
5
2
5
5
2
5ロ
mw
∞・

2
R
W
H
5
R・
に
す
で
に
同
国
日
の
見
解
が
み
ら
れ
る
。
本
稿
ー
な
法
一

一
巻
一
号
六
六
頁
註
山
。

附
小
野
・
前
掲
書
二
六
七
頁
註
国
は
、
マ
イ
ア

i
が
、
未
遂
と
予
備
の
区
別
に
関
し
て
も
、
法
益
に
対
す
る
攻
撃
開
始
の
有
無
を
器
準
と
し
て
い
る
点
を

批
判
し
、
構
成
要
件
の
概
念
か
ら
全
く
遊
離
し
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。

附

戸

肘

・

ζ
a
m
F
匡
]
悶
・
、
HJω
・
呂
町
民
・

同

ζ
・
開
-
Y
向
ミ
R
w
国・
2
・
0
ω
・
ω皆
同
・
本
稿

l
花
法
一
一
巻
一
号
六
七
頁
叫
印
刷
。

刷

冨

-HV
冨
ミ
R
F
P
C
-
∞
-
H
E
F
u
g
-

回
参
照
、
本
稿

1
北
法
一
一
巻
一
号
六
一
頁
以
下
、
特
に
六
三
頁
。

間
冨
・
肘
・
富
山
可
F

F
出・

0
・∞
-
u
g
-

仰

木

稿

l
北
法
一
一
巻
一
号
六
四
1

五
頁
。

間
宮
'
開
・

ζ
a
o
H
W
F
P
C
-
ω
・
5ω
・

側

冨

-
H
W
-
z
a
R
p
m・
o
.
ω
N
E
同
-

m
H
Nの
-UAH・
ω・
宮
・

側

〈

-
E宅
o
r
u
g
z
n
y
g
g
g同円台
Z
L
P
ω
・品吋
U
k
r
r
Hハ
・
何
ロ
m
z
n
r
u
C
E
R
E
n
v
E
m
m
p
ω
・
8
白
・
ヒ
ゥ
ベ
ル
は
、
客
観
的
予
見
可
能
性
に

重
点
を
お
い
て
ラ
イ
-
ヒ
ス
ゲ
り
ヒ
ト
の
結
論
に
賛
成
し
て
い
る
が
、
主
観
的
予
見
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
な
お
、
本
稿

l
北
法

論
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一
一
巻
一
号
五
五
頁
註
刷
、
六
八
頁
、
二
号
七
八
頁
、
八
三
頁
、
九
二
一
員
、
九
六
頁
以
下
。
な
お
、
河
・

ζ
E
E
n
y
u
ω
E
2
r
g
g
g円円
m
n
y
f
E
K・1
「
-

N

〉・

ω・h
H
印

N

は
、
本
判
決
に
注
意
義
務
の
誇
一
振
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

側
同
州
の
-
A
Y
ω
・
に
∞
戸

側
宮
・
肘

-zaoFの
2
2
-
E
S
S
B
E
r
m口問・

ω
-
g
-
、吋品開

J
a
p
H・
7

イ
ア
ー
が
、
こ
こ
で
い
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
、
不
安
定
な
状
態
に
ラ
ン

プ
を
お
く
こ
と
は
火
災
に
対
し
潜
在
的
起
因
関
係
に
た
っ
、
と
い
F
7
点
で
あ
っ
た
ο

し
か
し
、
マ
イ
ア
ー
は
客
観
的
な
因
呆
関
係
の
問
題
と
主
観
的
な
予

見
可
能
性
の
問
題
を
峻
別
し
な
が
ら
も
、
な
お
か
つ
明
確
に
、
ラ
ン
プ
は
つ
火
災
と
い
う
結
呆
を
滋
在
的
に
内
含
し
て
い
る
、
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
、
接

近
し
た
可
能
性
・
火
災
の
危
険
が
存
在
し
、
そ
れ
は
予
見
可
能
で
あ
る
と
し
て
よ
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

間

d
h
-

回
国

F
N
5
H
h
r
E
Zロ
《
目
白
円
。
己
目
出

wω
・

8
p
g
に
対
す
る
本
稿

1
北
法
一
一
巻
二
号
七
八
良
の
批
判
も
参
賊
さ
れ
た
い
。

聞
こ
こ
で
、
ゥ
ェ

l
グ
ナ
ー
が
、
必
須
条
件
の
確
定
は
単
に
刑
伝
上
の
仮
説
的
操
作
で
あ
り
、
責
任
の
検
討
こ
そ
が
決
定
的
な
問
題
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
‘
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

こ
の
条
件
関
係
の
修
正
原
理
と
し
て
の
責
任
の
問
題
も
突
然
提
起
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
責
任
を
徴
届
出
す
る
笑
行
行
為
・
平
均
人
の
注
意
・
取
引
上
の
習
俗

と
い
っ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
確
定
の
万
が
先
決
問
題
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
点
、
参
照
に
値
し
よ
う
|
|
〉
・
4
司自由口四円
w

H

耐え
2
F
ω
・
5
吋

?

号

2
・

∞片岡白同円四

nrf
∞
-NUH
同・M

・E
-
マ
イ
ア
ー
を
経
て
、
構
成
要
件
の
理
論
は
、
規
範
的
観
察
の
必
要
を
自
覚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
Q

ブ
ル
シ

、.、.、.

ス
や
ラ
シ
グ
が
、
構
成
要
件
の
実
現
を
相
当
性
の
思
想
に
お
い
て
眺
め
よ
う
と
す
る
の
は
、
そ
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
い
吃
以
下
に
お
い
て
、
改
め
て
、
プ
ル
シ
ス
、
ラ
シ
グ
の
見
解
を
検
討
し
よ
勺

-品-J、
ぺ

l
p
y
グ、

同

ブ
ル
シ
ス
も
、
限
縮
的
正
犯
論
を
一
貫
さ
せ
て
、
故
意
の
領
域
に
お
け
る
正
犯
と
共
犯
と
の
区
別
は
過
失
の
領
域
に
も
妥
当
し
な
け
れ

A
U
S
V
 

ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
ん
吃
し
か
し
て
、
と
の
区
別
は
、
実
行
行
為
の
有
無
に
よ
る
区
別
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、

生
活
用
語
例
を
も
ち
だ
す
こ
と
は
依
然
と
し
て
不
充
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
ブ
ル
シ
ス
は
、
な
に
を
も
っ
て
実
行
行
為
・
正

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

犯
行
為
の
実
質
的
基
準
と
考
え
る
の
か
。
そ
れ
は
「
態
度
の
う
ち
に
当
初
か
ら
内
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
行
為
支
配
の

、、、ハ
7
V

可
能
性
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
ブ
ル
シ
ス
は
い
う
Q

「
な
に
か
を
為
し
た
人
聞
に
刻
し
、
あ
る
結
果
・
法
益
侵
害
は
、
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過失同時犯の正犯性

つ
ぎ
の
場
合
に
の
み
、



説

正
犯
行
為
と
し
て
帰
せ
じ
め
ら
れ
得
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
よ
う
な
行
為
が
、
現
に
発
生
し
た
よ
う
な
結
果
を
ひ
き
起
す
に
一
般
的
に
適

論

し
て
い
る
と
き
で
あ
る
。
客
観
的
出
来
事
を
一
般
化
し
て
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
行
為
支
配
の
可
能
性
が
測
定
さ
れ
る
。
乙
こ

そ
れ
は
行
為
に
対
す
る
帰
責
標
準
を
内
含
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
〕
そ
し
て
、
「
誘
致
お
よ
び
支
慢
に
は
、

に
相
当
の
思
想
が
入
り
込
む
。

結
果
と
の
関
係
に
お
い
て
、
行
為
支
配
が
欠
け
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
か
か
る
人
間
の
態
度
の
形
式
は
、
共
犯
の
構
成
要
件
に
刑
官
づ
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
り
と
す
る
。

ブ
ル
シ
ス
は
、
特
に
、

過
失
同
時
正
犯
に
つ
い
て
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

右
に
紹
介
し
た
と
こ
ろ
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う

に
、
彼
の
立
場
で
は
、
過
失
同
時
正
犯
は
、
過
失
的
に
結
果
発
生
に
関
与
し
た
個
々
の
行
為
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
結
果
発
生
へ
の
行
為

支
配
の
可
能
性
を
有
し
て
い
た
場
合
に
、
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

M
・E
-
マ
イ
ア

I
K
対
す
る
プ
ル
シ
ス
の
特
異
性
は
、
さ
き
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
実
行
行
為
の
判
断
基
準
と
し
て

行
為
支
配
の
可
能
性
と
い
う
観
念
を
た
て
、
相
当
の
思
想
広
よ
っ
て
こ
れ
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
。
従
っ
て
、
ブ
ル
シ
ス
に

ぺ

I
H
ノ
シ
グ
、

お
け
る
相
当
の
思
想
・
相
当
性
と
は
な
に
か
、

と
い
う
点
に
問
題
の
核
心
が
あ
る
。
し
か
し
、

乙
の
点
に
つ
い
て
、
ブ
ル
シ
ス
は
特
に
述

べ
て
い
な
い
。
そ
乙
で
、
彼
の
相
当
の
思
想
と
は
、
相
当
因
果
関
係
説
に
い
わ
ゆ
る
「
相
当
」
の
思
想
で
は
な
い
か
、

わ
が
国
で
は
、
ブ
ル
シ
ス
を
か
よ
う
に
理
解
す
る
傾
き
が
強
い
。
も
し
、
彼
の
相
当
の
思
想
が
、
相
当
因
果
関
係
の

と
い
う
推
測
が
可

能
で
あ
る
。
現
に
、

思
想
と
軌
を
ご
に
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
共
犯
行
為
に
は
行
為
支
配
の
可
能
性
が
な
い
と
す
る
点
i

l
ひ
い
て
は
、
共
犯
行
為
に
、
結
呆

に
対
す
る
相
当
因
果
関
係
が
否
定
さ
れ
る
乙
と
に
な
る
i

l
は
承
服
で
き
な
…

v
し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
相
当
の
思
想

は
、
相
当
因
果
関
係
の
思
想
と
は
別
の
形
に
お
い
て
も
発
達
し
て
き
た
u

ド
l
ナ、

H
ノ
ッ
ト
ラ
I
は
、

相
当
性

ホ
l
ニ
ツ
ヒ
、
ラ
シ
グ
、

と
い
う
観
念
を
、
因
果
関
係
の
問
題
か
ら
切
り
離
し
、
行
為
そ
の
も
の
の
結
果
惹
起
の
一
般
的
適
当
性
(
相
当
性
)
と
い
う
角
度
に
お
い
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て
眺
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

か
よ
う
な
立
味
で
の
相
当
の

思
想
を
一
つ
の
手
掛
り
と
し
て
、
過
失
同
時
犯
の
正
犯
性
の
基
礎
づ
け
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
(
詳
醐
第
)
。
ブ
ル
シ
ス
の
理
解

す
る
相
当
の
思
想
が
、
か
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
核
心
を
衝
く
も
の
と
し
て
評
価
し
た
い
Q

し
か
し
、
彼
は
、
一
方
に
お

、.、.、.

い
て
、
従
来
、
間
接
正
犯
と
せ
ら
れ
て
き
た
場
合
を
、
教
唆
犯
の
額
面
町
に
お
し
込
め
て
い
る
。
間
接
正
犯
と
い
わ
れ
て
い
た
場
合
の
う
ち

と
い
い
き
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ブ
ル
シ
ス

ζ

の
熊
度
は
栢
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、

花
、
果
し
て
、
結
果
惹
起
の
一
般
的
適
当
性
を
も
っ
た
場
合
が
存
在
し
な
い
、

が
、
相
当
の
思
想
そ
特
に
展
開
し
て
い
な
い
と
い
う
事
情
も
加
わ
っ
て
、
彼
の
相
当
の
思
想
の
実
体
に
、
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で

太
山
ヲ

G

。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
関
心
は
、
相
当
の
思
想
を
よ
り
意
識
的
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
ラ
シ
ゲ
に
移
っ
て
ゆ
く
Q

-
フ
シ
グ
は
、
構
成
要
件
発
実
現
し
た
者
は
誰
か
、
と
い
う
問
題
を
疋
犯
論
の
出
発
点
と
し
、

七

い
か
に
し
て
構
成
要
件
は
実
現
さ
れ

る
か
、

と
い
う
問
題
字
正
犯
論
の
中
心
問
題
と
な
し
、
相
出
性
(
構
成
要
件
的
相
当
性
〉
並
び
に
行
為
・
結
果
と
行
為
者
と
の
人
的
紐
帯

乙
の
場
合
.
-
フ
シ
グ
は
、
相
当
の
思
想
と
相
当
-
閃
果
関
係
の

を
も
っ
て
、
構
成
要
件
実
現
の
基
礎
づ
け
と
し
よ
う
と
す
る
。
と
乙
ろ
で
‘

思
相
川
と
ほ
明
確
K
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

正
予
勺
え
る
。
相
当
一
の
田
川
想
が
、
刑
法
学
上
、
最
初
に
相
当
閃
果
関
係
の
想
論
に
導
入
せ
ら

れ
た
と
い
う
事
情
が

乙
の
田
川
想
の
実
体
手
瞬
昧
な
も
の
に
し
た
、

と
さ
え
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
-
ブ
シ
グ
は
、
一
例
と
し
て
、

(斗

殺
人
犯
宇
品
包
ん
だ
両
親
の
行
為
は
ご
人
の
人
間
の
殺
害
と
い
う
結
果
を
ひ
き
起
す
に
一
般
的
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
被
等
の
行
為

過失同時犯の正犯性

は
構
成
要
件
の
索
現
に
相
当
で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
問
題
再
掲
げ
、
「
入
閣
の
品
川
殖
は
、
全
く
刻
一
的
な
殺
害
行
為
で
は
な
い
」
と
答
え

る
こ
と
に
よ
り
、
横
成
要
件
の
実
預
花
関
与
す
る
行
為
止
構
成
要
件
事
実
現
す
る
行
為
と
は
同
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、

の
限
縮
的
正
犯
論
を
基
礎
づ
け
る
の
で
あ
る
Q

と
し
て
一
種

か
よ
う
だ
廿
耕
太
的
態
度
は
、
同
時
克
犯
に
本
貫
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
個
々
の
行
為
が
、
戯
格
に
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
観
察
さ
れ
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説

た
場
合
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
、

と
の
点
が
常
に
問
題
に

そ
れ
は
結
果
を
惹
起
す
る
に
一
般
的
に
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
、

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
人
の
行
為
が
結
果
惹
起
に
共
働
し
た
と
い
う
よ
う
な
閃
果
の
流
の
外
部
的
性
質
は
、
法
的
に
全
く
怠
味
が

;;.A. 
民間

な
い
。
乙
の
因
果
の
流
の
外
部
的
性
質
は
、
判
断
の
下
に
お
か
れ
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
有
利
に
も
な
ら
な
い
し
不
利
に
も
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
」

か
く
し
て

ラ
シ
グ
に
お
け
る
過
失
同
時
正
犯
は
、
過
失
的
に
結
果
惹
起
に
関
与
し
た
行
為
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
独
立
に
構
成
要
件
を

実
現
し
た
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
構
成
要
件
の
実
現
に
一
般
的
に
適
当
し
た
行
為
を
行
な
っ
た
場
合
に
、
成
立
す
る
こ
と
に
な

す
な
わ
ち
、

る
。
わ
た
く
し
は
二
ブ
シ
グ
の
見
解
に
も
、
正
し
い
核
心
を
見
出
す
乙
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
相
当
の
思
想
の
実
体
・
結
果
惹

起
に
一
般
的
に
適
し
た
行
為
の
実
体
は
、
依
然
問
題
で
あ
る
。
殺
人
犯
を
生
ん
だ
両
親
の
行
為
を
目
し
て
、
殺
人
罪
の
椅
成
要
件
を
実
現

し
た
行
為
だ
な
ど
と
は
、

お
そ
ら
く
誰
も
い
わ
な
い
で
あ
ろ
う
Q

か
よ
う
な
場
合
に
は
、
生
活
用
語
例
を
も
ち
だ
す
乙
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
し
、
単
に
、
構
成
要
件
の
実
現
・
実
行
行
為
と
い
う
形
式
的
な
概
念
を
も
ち
だ
す
こ
と
す
ら
、
有
効
で
あ
る
と
い
え
よ
う
Q

相
当
の
思

想
に
よ
っ
て
こ
そ
妥
当
な
解
決
が
で
き
る
、
と
い
う
乙
と
を
示
さ
な
い
限
り
、
ラ
シ
グ
の
理
論
は
正
当
な
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な

ろ
う
。
勿
論
、
ラ
シ
グ
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
一
つ
の
解
答
を
だ
じ
て
い
る
。
一
フ
シ
グ
は
い
う
。

X
が
贈
賄
の
意
図
で
公
務
員
A
に
百

マ
ル
ク
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
、

A
に
五
百
マ
ル
ク
を
提
供
し
た
。

A
が、

二
人
の
提
供
し
た
金
額
の
総

Y
も
同
じ
意
図
で
、
独
立
し
て
、

一
計
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
買
収
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

X
-
Y
が
構
成
要
件
を
実
現
し
た
か
ど
う
か
は
、

彼
等
の
行
為
が
そ
の
結
果
を

-
想
起
す
べ
く
通
常
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
か
ら
、
相
互
に
独
立
し
て
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
乙
の
場
合
は
、
一
応
、

積
板
に
答
え
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
反
し
て
、

X
が
γ
1

マ
ル
ク
し
か
提
供
せ
ず
、
通
常
は
、

A
が
買
収
さ
れ
る
と
と
を
期
待
し

Y
が
不
釣
合
に
多
額
の
金
額
を
提
供
し
た
た
め
、
思
い
が
け
な
く
買
収
と
い
う
結
果
に
至
っ
た
と

得
な
い
程
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

北法 11(3・110)386 



し
で
も
、

X
の
行
為
は
構
成
要
件
に
該
当
す
る
と
は
い
え
な
い
、
と
。

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
‘
，
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.

結
果
惹
起
に
一
般
的
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
結
果
を
期
待
し
得
な
い
程
で
あ
る
か
ど
う
か

門

別

)

か
つ
て
ピ
ル
ク
マ
イ
ア
ー
が
、

J
1
+
ω
+
N
U
H
N
な
る
定
式
に
お
い
て
、

の
判
断
に
、
数

さ
て
、
ラ
シ
グ
が

字
を
も
ち
込
ん
だ
点
は

七
を
最
有
力
条
件
と
な
し
た
点
に
徴
し

て
誤
解
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
も
し
、
-
ブ
シ
グ
の
見
解
が
、

相
当
の
思
想
と
い
え
ど
も
、

ピ
ル
ク
マ
イ
ア

I
の
そ
れ
と
共
通
の
意
識
に
で
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

決
し
て
妥
当
な
解
決
に
達
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
の
真
意
は
、
形
式
的
な
数
量
の
差
に
捉
わ
れ

る
乙
と
な
く
、
具
体
的
な
事
情
・
そ
の
行
為
の
も
つ
社
会
的
意
味
を
も
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
相
当
の
思
想
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
点
に

あ
る
、

と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
し
、

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
相
当
の
思
想
に
よ
っ
て
の
み
事
柄
が
解
決
す
る
と
は
決
し
て
い
い
き
れ

こ
れ
を
限
縮
的
正
犯
論
に
よ
る
正
犯
性
の
基
礎
づ
け
の
根
祇
を
な
す
も
の
と
し
て
侵
用
す
る
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
(
日
第
三
章
に
お
い
て
改
め
ゴ

/
て
問
題
に
し
て
ゆ
こ
う
}

わ
た
く
し
は
、
プ
ル
シ
ス
、
ラ
シ
グ
の
理
解
を
、
限
縮
的
正
犯
論
が
辿
っ
た
一
応
の
終
着
点
と
し
て
受
取
り
、

論
を
検
討
し
、
問
題
を
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ア
%
)

:、
f

た
し
カ

つ
ぎ
に
、
拡
張
的
正
犯

(司

山
第
一
一
節
に
お
い
て
と
り
あ
げ
る
拡
張
的
正
犯
論
の
指
導
者

E
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
メ
ッ
ガ

l
が
、
規
範
的
観
察
の
必
要
性
を
説
い
て
、
大
い
に
影
響
を
与
え

た
と
い
う
事
実
を
乙
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
国
・

ω
n
r
z
-
E
H
f
】
)
目
。
巧
自
己
5
m
g
合
円
、
F
H
r
g
s
z
t
r
o
ω
E
F
-
E
m
v
S印
叶
に
、
構
成
要
件
の
理
論
の
今
日
ま
で
の
歩
み
が
一

わ
た
り
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

凶
国
・
∞

E
ロ印

wH内
H
I
M
-
r
ω
-
E
F
S
F
Hロ
ω
σ
g・
ω・吋
H
R
-
u
H
P
F何回口
m
p
y向。【]巾『口四円、
HdBHゲ
町
四
江
戸

ω
-
H
F
∞
R
J
5
R
-
w
N
O
R
-
w
U吋
RJ
吉田ゲ町田・

ω
-
u
m
w
R
 

同
ラ
ン
ゲ
の
見
解
を
乙
乙
に
位
置
づ
け
る
乙
と
に
対
し
て
は
、
異
論
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
彼
が
従
来
の
限
縮
的
正
犯
論
を
厳
し
く
批
判
し
、
限
縮
的

Tr-
犯
論
、
拡
張
的
長
犯
論
の
い
ず
れ
に
も
捉
わ
れ
な
い
特
異
な
正
犯
論
を
目
指
し
た
と
い
う
点
を
強
調
す
れ
ば
、
と
の
異
論
も
尤
も
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

過失同時犯の正犯性

北法 11(3・111)387 
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側

同

-HL田
口
問
タ
回
・
回
・

0
・
ω・怠・

凶
関
・
回
F
H
r
B
a
m♂

HL巾
rHm
〈
O

ロ
牛
句
、
H，
m
-
-
E
r
B
P
ω
-
H
O
N
-
H
O
N
K
F
・

50u
ロω
・
ロ
担
問
再
開
E
F
-
-門
お
叩
間
巾
♂
剛
内
田
口
印

m
-
z
m江
戸

ω
-
S
R
・

悶

〈

悶

}
-
F・、
H
.
5
0
m
R
P
P
0・
ω
-
S
R・
本
稿
1
北
法
一
一
巻
一
号
五
九
頁
。

間
大
塚
・
前
掲
書
八
五
頁
以
下
は
、
ラ
ン
ゲ
に
批
判
的
で
あ
る
。

凶
な
お
、
わ
が
国
で
限
縮
的
正
犯
論
を
と
る
論
者
の
悶
に
お
い
て
、
過
失
同
時
犯
の
正
犯
性
決
定
に
つ
き
、
特
に
、
意
識
的
な
展
開
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、

残
念
で
あ
る
。

第
二
節

拡
張
的
正
犯
論
に
よ
る
基
礎
づ
け
と
そ
の
批
判

第
一
款

拡
張
的
正
犯
論
の
基
礎

限
縮
的
正
犯
論
は
、
構
成
要
件
が
、
自
ら
人
を
殺
し
、
自
ら
他
人
の
財
物
を
窃
取
し
た
と
い
え
る
行
為
(
既
遂
の
単
独
犯
的
行
為
)

と
考
え
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
た
。
こ
れ
に
反
し
、
拡
張
的
正
犯
論
は
、
構
成
要
件
が
予
定
す
る
行

為
の
型
を
こ
の
よ
う
に
狭
い
も
の
と
は
考
え
な
い
。
殺
人
行
為
・
窃
取
行
為
に
な
ん
ら
か
の
形
で
関
与
し
た
行
為
を
、
す
べ
て
構
成
要
件

を
予
定
し
て
定
立
さ
れ
て
い
る
、

に
該
当
す
る
行
為
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
限
縮
的
正
犯
論
に
お
い
て
は
、
構
成
要
件
を
狭
く
解
釈
す
べ
き
根
拠
は
、
完
全
に
は

同

明
確
だ
っ
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
に
反
し

乙
乙
で
は
、
構
成
要
件
を
広
く
解
釈
す
べ
き
根
拠
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

過失周時犯の正犯性

い。

そ
の
根
拠
と
は
な
に
か
。

そ
れ
は
、

E
-
V
ユ
ミ
ッ
ト
の
つ
ぎ
の
立
言
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
「
刑
法
は
、
社
会
侵
害

し
か
ら
ば
、

い
か
な
る
行
為
が
、

刑
法
的
不
法
の
効
果
を
も
っ
て
鎮
圧
す

的
な
挙
動
態
様
を
遠
ざ
け
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
法
益
の
保
護
に
奉
仕
す
る
。

る
必
要
が
あ
る
程
有
害
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
立
法
者
が
刑
罰
法
規
の
構
成
要
件
中
に
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
構
成
要
件

北法 11(3・113)389 



説

そ
れ
ゆ
え
に
特
に
強
く
保
護
さ
れ
た
法
益
を
侵

害
す
る
が
ゆ
え
に
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
そ
の
一
般
的
な
社
会
侵
害
性
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
、
行
為
の
定
型
を
示
す

は
ー
!
そ
の
特
別
な
法
治
国
家
的
機
能
を
別
に
す
れ
ば
i

特
に
価
値
が
あ
り
、

か
つ
、

論

と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
立
法
者
が
、
刑
罰
法
規
の
構
成
要
件
を
形
式
化
し
て
い
る
の
は
、
可
能
な
挙
動
態
様
の
し
か
じ
か
の
性
質

を
記
述
し
、
あ
る
い
は
記
載
す
る
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ
法
益
侵
害
に
対
す
る
評
価
を
知
ら
し
め
、
裁
判
官
に
対
し
て
、

い
か
に
し
て

具
体
的
行
為
を
刑
法
的
評
価
に
到
達
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
の
途
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
、
価
値
的
観
点
に
お
い
て
、
あ
る
挙
動
態

様
化
決
定
的
な
刻
印
を
押
す
も
の
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
『
利
益
侵
害
」
で
あ
り
、

そ
の
侵
害
の
中
に
そ
の
挙
動
の
実
質
的
な

社
会
侵
害
性
が
表
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
挙
動
が

一
定
の
種
類
の
身
体
活
動
か
ら
な
り
た
ち

一
定
の
外
部
的
経
過
を
辿
り
、

そ
れ
が
「
犯
罪
実
現
』
と
し
て
評
価
さ
れ
得
、

一
定
の
種
類
の
利
益
侵
害
を
示
し
て
い
る
と
い
う
点
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
」

わ
れ
わ
れ
は
、
ラ
シ
グ
に
従
っ
て
、

E
-
V
ユ
ミ
ッ
ト
の
こ
の
立
言
に
「
構
成
要
件
と
は
、

一
定
の
形
式
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
ζ

と
は
問
題
で
は
な
く
、

そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

予
め
確
定
せ
ら
れ
た
最
上
位
の
刑
法
価
値

か
ら
演
縛
さ
れ
た
価
値
観
点
上
、
当
罰
的
と
せ
ら
れ
る
一
定
の
行
為
を
定
型
化
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
基
本
的
思
想
を
読
み
と
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
た
つ
以
上
、
刑
法
上
保
護
さ
れ
る
べ
き
法
益
の
侵
害
に
、

な
ん
ら
か
の
形
で
関
与
し
た
者
を
、

て
構
成
要
件
に
該
当
す
る
、

と
な
す
こ
と
は
な
ん
ら
困
難
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
刑
法
上
最
も
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
利
益
侵

害
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
刑
罰
的
威
嚇
と
い
う
角
度
か
ち
り
す
る
な
ら
ば
、
利
益
侵
害
に
関
与
し
た
者
の
聞
に
差
別
を
設
け
る
こ
と
は
、
刑

法
の
目
的
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
構
成
要
件
が
、
限
縮
的
正
犯
論
に
比
し
て
、
広
汎
な
行
為
を
定
型
化
し
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る

の
も
、
当
然
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(1) 

構
成
事
、
件
の
拡
照
的
解
釈
か
ら
直
に
拡
張
的
眠
犯
論
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

構
成
要
件
の
限
縮
的
解
釈
か
ら
拡
張
的
軍
犯
論
を
導
く

北法 11(3・114)390 
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同

こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
。
拡
張
的
正
犯
論
は
、
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
か
ら
の
み
導
か
れ
る
。
木
村
教
授
、
植
田
教
授
は
、
構
成
要
件
の
予
定
す
る

行
為
の
型
を
既
遂
の
単
独
犯
的
行
為
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
反
対
し
な
が
ら
、
拡
張
的
正
犯
論
を
否
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
で

理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
両
教
授
の
見
解
は
、
拡
張
的
正
犯
論
に
対
す
る
本
文
の
理
解
を
、
不
当
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
両
教

授
の
見
解
に
対
す
る
批
判
は
、
後
出
一
一
一
一
ニ
京
、
二
一
四
頁
註
川
、
二
一
五
頁
註
問
。

印
刷
・

ωロ
r
B
H
F
宮
古
巳
σ即
日
、

ugan宮
内
同
(
同

g口
r
I
F凹仲間
m
g
g
m
H
H町
内
・
拡
張
的
正
犯
論
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
学
者

が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
こ
の
見
解
を
引
用
し
て
い
る
ー
ー
ー
〈
間
「
国
・
∞

2
ロ
r
穴
号
F
F
ω
巴
〉
.
5
0
u
出
・
切
開
「
♂
同
N
B
E
E
-
2円

E
M
L
O
H
B
5
2
2

ベ出
H
2ゲ
mwm
山ユ『戸

ω'hHNR-w
閉山・

HL田
口
問

P
Y向。仏
mHロ
巾
同
斗
即
位
。
ユ
)
ぬ
出
口
『
戸

ω・戸山町・

印

刷

P
F
g
m
p
p
P
0・∞・

NH・

凶
拡
張
的
正
犯
論
は
、
「
罰
せ
ら
る
べ
き
は
行
為
で
は
な
く
し
て
行
為
者
で
あ
る
」
と
の
り
ス
ト
の
立
場
に
通
じ
る
、
と
の
理
解
も
可
能
で
あ
る
ο

〈出「

出
・
回
白
r
H
-
F
P
C
-
∞
-
A
H
H
F

一
大
塚
・
間
接
正
犯
の
研
究
五
九
頁
註
(
三
)
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
こ
の
点
は
特
に
問
題
と
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
ま

た
、
拡
張
的
正
犯
論
は
、
限
縮
的
正
犯
論
が
刑
法
諸
概
念
の
自
然
主
義
的
把
握
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
価
値
的
・
規
範
的
把
握
を
め
、
き
し
て
出

発
し
た
、
と
解
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
o

〈
四
一
-
戸
∞
筈
♂
印
・
白
・

0
・
ω
-
b
円
一
月
-
V回
口
問

P
白・目

0
・∞
-
N
ご
滝
川
・
犯
罪
論
序
説
一
一
一
一
一
良
、

佐
伯
・
法
学
論
叢
三
ご
巻
七
四
九
頁
、
武
藤
・
間
接
正
犯
論
の
最
近
の
発
展
(
志
林
三
六
巻
)
六
六
頁
以
下
。
し
か
し
、
刑
法
諸
概
念
の
規
範
的
理
解
と

拡
張
的
正
犯
論
と
は
、
必
然
的
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
ぐ
m-・
0
・
2
0
0
}
H
E
W
N
ω
口
巧
-mNuω
・
ロ

f
小
野
・
構
成
要
件
の
理
論
一

O
九
l
一

一
頁
。
ゆ
え
に
、
本
稿
で
は
、
く
り
返
し
指
摘
し
た
通
り
、
構
成
要
件
の
予
定
す
る
行
為
の
型
を
い
か
に
理
解
す
る
か
と
い
う
角
度
か
ら
、
限
縮
的
正
犯

論
と
拡
張
的
正
犯
論
の
対
立
を
捉
え
て
い
る
。
竹
田
・
法
と
経
済
五
巻
八
三
八
九
頁
参
照
。

L

「
開
・
呂
田
畑

同
メ
ツ
ガ
ー
も
ま
た
、
結
果
に
対
し
相
当
因
果
関
係
に
た
つ
行
為
は
す
べ
て
正
犯
性
を
基
礎
つ
け
る
と
し
て
、
拡
張
的
正
犯
論
を
と
る
が

F
Rえ
2
白
了

wh-n.hh
界人
h
訪
日
日
間
河
野
刊
Jwh-PMV吋
)
、
そ
の
根
拠
は
シ
ュ
ミ
ゥ
ト
の
そ
れ
と
同
一
で
は
な
い
。
メ
ッ
ガ

l
は
、
客
観
的
違
法
論
に
根

拠
を
求
め
る
。
「
な
ぜ
か
な
ら
ば
、
構
成
要
件
該
当

l
客
観
的
違
法
の
意
義
は
、
構
成
要
件
の
実
現
、
従
っ
て
、
結
果
の
惹
起
を
客
観
的
に
禁
止
す
る
こ

と
に
あ
る
が
ゆ
え
で
あ
る
。
か
か
る
禁
止
を
有
責
に
犯
す
者
は
、
原
則
と
し
て
(
不
法
の
正
犯
と
し
て
)
法
条
に
示
さ
れ
た
刑
罰
の
下
に
お
か
れ
る
の
で

あ
る
。
」
(
戸
山
内
ペ

uh--)し
か
し
、
戸

E
F
:
-
C
ω
怠
刊
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
客
観
的
違
法
論
か
ら
拡
張
的
正
犯
論
を
導
く
こ
と
は
で

ヘ
〈
丘
-
H
W

・
冨
日
常
円
/

き
な
い
で
あ
ろ
う
。
客
観
的
違
法
論
と
は
、
評
価
規
範
に
対
す
る
客
観
的
違
反
を
違
法
と
み
る
、
と
い
う
だ
け
な
の
で
あ
る
か
ら

F
1
F

。-m
-
H
E
)

メ
ッ
ガ

l
の
拡
張
的
正
犯
論
の
基
礎
は
、
む
し
ろ
、
構
成
要
件
の
分
析
に
お
い
て
、
行
為
の
状
況
(
宮
主
主

E
こ
を
法
は
な
ん
ら
顧
慮
し
な
い
、
と
な
す

北法 11(3・115)391 
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説

態
度
に
根
ざ
し
て
い
る
よ
7

に
思
わ
れ
る
(
何
時
間
J
J
1
U
・
~
・

2
m
g・
)
。
な
ぜ
、
法
は
行
為
の
状
況
に
関
心
を
払
わ
な
い
の
か
、
メ
ッ
ガ
ー
は
明

確
に
は
説
明
し
て
い
な
い
が
、
右
の
よ
う
な
態
度
は
、

E
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
拡
張
的
正
犯
論
の
仲
裁
礎
に
通
じ
る
も
の
と
解
し
得
ょ
う
か
。

論

第
二
款

拡
張
的
正
犯
論
と
過
失
同
時
犯
の
正
犯
性

ジ
ユ
ミ
ッ
ト
は
、
右
の
根
本
的
な
態
度
か
ら
、

正
犯
を
説
明
し
て
い
う
。
「
「
正
犯
者
」
と
い
う
刑
法
的
無
価
値
判
断
お
よ
び
そ
こ

か
よ
う
な
格
成
要
件
的
利
益
侵
害
が
帰
せ
し
め
ら
れ
る
べ
き
挙
動
を
示

し
た
、
す
べ
て
の
人
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
挙
到
が
、
外
部
的
に
、

か
ら
導
か
れ
る
刑
法
的
責
任
は
、

そ
れ
ゆ
え
に
、
原
則
と
し
て
、

い
か
な
る
性
質
を
示
し
た
か
は

重
大
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
犯
罪
の
現
実
化
」
、
構
成
要
件
の
実
現
、
利
益
侵
得
1
1
i
ζ

れ
が

E
犯
性
概
念
の
規
定
の
た
め
の
法
律
的
指

標
点
で
あ
る
。
」
た
だ
、
現
行
法
は
、
正
犯
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
共
犯
を
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
正
犯
概
念
も
こ
の
現
行
法
に

調
和
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

「
わ
れ
わ
れ
の
現
行
法
的
意
味
に
お
け
る
正

と

ν
ュ
ミ
ッ
ト
は
考
え
る
Q

か
く
し
て

彼
は

犯
者
と
は
、
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
構
成
要
件
を
実
現
す
る
者
、
あ
る
い
は
、
故
意
を
も
っ
て
行
為
し
な
い
他
人
を
し
て
構
成
要
件
を
実

現
さ
せ
る
者
す
べ
て
を
い
ふ
り

J
一
切
結
論
に
達
し
た
。
メ
ツ
ガ
い
引
い
も
、
主
犯
に
つ
い
て
、

ν
ュ
ミ
ッ
ト
と
同
様
の
定
義
を
下
し
た
(
地
九
い
も

哨
時
間
一
一
択
一
戸
掛
川
誌
閣
内
山
一
立
町
L
i
L
、ドッ
)

Q

ま

た

、

現

在

、

本

質

的

に

は

拡

張

的

正

犯

概

念

に

帰

着

す
る
排
他
的
正
犯
概
念
を
唱
え
て
い
る
Q

ロ
エ

1
ダ

I

ノ
ヴ
ァ
ゴ
ブ
ス
々

1
は

右
の
正
犯
論
は
、

そ
の
正
犯
性
を
基
礎
づ
け
る
べ
く
苦
心
し
た
間
接
正
犯
を
容
易
に
説
明
し
得
た
ば

過
失
同
時
犯
を
も
当
然
の
正
犯
と
し
て
乙
れ
に
基
礎
づ
け
を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
、
と
い
わ
れ
る
o

V
ユ
ミ
ッ
ト
は

、.、，、.、.、.、.

い
う
Q

「
数
人
が
、
意
識
的
な
共
働
な
し
に
、
同
一
の
結
果
の
発
生
あ
る
い
は
不
日
避
に
関
与
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
共
犯
の
場
合
が
存

こ
れ
ま
で
の
限
縮
的
正
犯
論
が
、

か
り
で
な
く
、

在
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
各
人
正
犯
と
し
て
有
責
た
ら
し
め
ら
れ
る
ο

乙
の
場
合
、
特
別
な
法
律
上
の
規
定
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら

北法 11(3・116)392 
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説

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

附
な
お
、
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
も
、
拡
張
的
正
犯
論
に
与
し
、
故
意
行
為
へ
の
過
失
的
関
与
を
過
失
正
犯
と
な
し
に
ζ

と
が
あ
る
。
〈
間
「
岡
山
。
・

2
・
ω・

ωH∞
戸
山
白
血

wω
・
出
品
目
戸
山

F
ω
-
S
O
R
口同
NE
ピ
国
守

ω
n
r
E
F
F
P
C
-
ω
・
ωN叶
〉
-
Y
U品
NU
含
間
め
問
。
ロ
〈
・
呂
志
巾

-
L
4司・

5
F
ω
・
官
二
-
u

《
】

0
5・
Hhr同
ゲ

E
n
r
L
g
ω
可
え
z
n
r
z
L
S
N
λ
山

-
H
2
k
r
-
y
g
n
r
4
m
-・〔日
0
5
・
U
2広
島
内
ω

∞
片
岡
白
骨

2
F
F
ω
・
怠
Nh・
な
お
、
本
稿
l
北
法
一

一
巻
一
号
五

O
頁
註
刷
。

::.~ 

H岡

か
く
し
て
、
拡
張
的
正
犯
論
に
拠
る
過
失
同
時
正
犯
の
基
礎
寸
け
を
批
判
す
る
場
合
に
は
、
拡
張
的
正
犯
論
そ
の
も
の
、

〔

1
》

と
い
う
と
と
に
な
る
。

な
か
ん

ず
く
拡
張
的
正
犯
論
の
根
抵
に
対
し
て
、
批
判
の
目
が
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

拡
張
的
正
犯
論
の
根
祇
は
、
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
に
あ
っ
た
。
特
に
、

ジ
ユ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
は
、
法

益
保
護
と
い
う
最
上
位
の
刑
法
価
値
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
法
益
保
護
が
、
刑
法
の
一
つ
の
重
要
な
要
請
で
あ
る
と
と
に

は
異
論
が
な
い
。
ま
た
、

法
益
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

正
犯
も
共
犯
も
、
構
成
要
件
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
、

と
み
る
の
が
合

目
的
的
だ
と
い
う
こ
と
も
承
認
で
き
る
Q

問
題
は
、

も
っ
と
別
の
要
素
が

わ
れ
わ
れ
は
、
自
手
犯

法
益
保
護
の
観
点
を
完
全
に
貫
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

入
っ
て
き
て
、
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
、

と
い
う
点
に
あ
る
。

こ
こ
で
、

の
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
手
犯
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
か
、
と
い
う
乙
と
自
体
す
で
に
一
個

円

2
V

の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
説
は
、
あ
る
種
の
犯
罪
が
、
白
手
的
に
の
み
行
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
た

得
る

一
定
の
身
分
・
目
的
を
有
す
る
者
の
み
が
当
該
身
分
犯
・
目
的
犯
の
構
成
要
件
を
実
現
し

と
い
う
の
で
あ
る
。
身
分
・
目
的
を
欠
く
者
が
、
間
接
正
犯
と
い
う
形
に
お
い
て
1

1
他
手
的
に

i
i

と
い
う
の
で
あ
る
口
従
っ
て
、
か
よ
う
な
理
解
の
下
で
は
、
自
子
犯
の
構
成
要
件
は
お

と
え
ば
、
身
分
犯
と
か
目
的
犯
に
お
い
て
は

つ
ま
り
正
犯
た
り
得
る
、

当
該
身
分
犯
・
目
的
犯
を
犯
す
こ
と
は
で
き
な
い
、

北法 11(3・118)394 



拡
張
的
に
解
釈
さ
れ
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
自
手
犯
は
、

ジ
ユ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
構
成
要
件
の
把
握
・
正
犯
概
念
の
試
金
石

で
あ
る
、

さ
て

ラと
シい
グすわ
がな
遇け
切れ
lζ ば
指な
摘ら
すな
るい
よ。

つ
lζ 

ν
ュ
ミ
ッ
ト
の
根
本
的
な
態
度
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
公
務
員
を
使
嫉
し
て
真
正
身
分
犯

を
行
な
わ
し
め
た
非
公
務
員
は
、
当
該
身
分
犯
の
構
成
要
件
を
実
現
し
た
も
の
と
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
自
手
犯
を
否

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
、
「

ν
ユ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
最
尖
端
に
お
か
れ
た
定
式
に
従
え
ば
、
行
為
者
が
自
ら
構
成
要
件
を
実
現
す

る
と
と
が
重
大
な
の
で
は
な
く
、
彼
が
、
構
成
要
件
の
実
現
を
み
る
よ
う
、
働
き
か
け
る

(σσ
老
町

-aロ
)
こ
と
だ
け
が
重
大
な
の
で
あ
る
か

ら
JV
し
か
し
な
が
ら
、

ν
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
そ
の
態
度
を
貫
か
ず
、
通
説
が
理
解
す
る
よ
う
な
白
手
犯
を
認
め
た
の
で
あ
る
り
そ
の
根
拠
と

、.、.、.、.、，

し
て

ν
ユ
ミ
ッ
ト
は
い
う
。
「
ま
さ
に
正
犯
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
間
接
正
犯
は
、
構
成
要
件
中
に
要
求
せ
ら
れ
る
正
犯
の
特
性
を
示

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
、
斗
イ
引
用
文
中
、
「
正
犯
の
特
性
」
に
附
し
ざ
。

し
L

/

た
傍
点
は
、
筆
者
の
も
の
で
あ
る
」

自
手
犯
を
意
識
し
た
V
ユ
ミ
ッ
ト
の
乙
の
正
犯
概
念
と
、
さ
き
ほ
ど
紹
介
し
た
彼
の
原
則
的
な
正
犯
概
念
と
の
く
い
違
い
は
、
法
益
保

護
↓
法
益
侵
害
の
思
想
を
最
上
位
の
指
導
理
念
と
し
て
、
構
成
要
件
の
解
釈
を
貫
こ
う
と
す
る
態
度
が
、
挫
折
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
ば
こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
、
刑
法
が
単
に
法
益
保
護
と
い
う
観
点
に
向
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
行
為
そ
の
も
の
の
社
会
倫
理
的
価
値

同

1

l
法
益
保
護
の
思
想
を
合
理
的
・
実
利
的
な
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
む
し
ろ
非
合
理
な
も
の
と
い
え
よ
う
が

l
ー
を
も
め
ざ
し
ハ
日
》

て
い
る
と
い
う
こ
と
、
自
手
犯
に
お
い
て
、
生
身
の
非
業
・
身
体
的
悪
行
と
い
う
行
為
の
無
価
値
が
、
ま
さ
に
前
面
に
表
わ
れ
て
く
る
、

過失同時犯のE犯性

と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
Q

し
か
も

ジ
ユ
ミ
ッ
ト
自
身
こ
の
よ
う
な
開
鮮
を
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、

と
み
る
乙
と
が
で
き

よ切っ。

わ
た
く
し
は

ジ
ユ
ミ
ッ
ト
の
法
話
保
護
↓
法
益
侵
害
の
思
想
に
拠
る
構
成
要
件
の
拡
張
的
解

右
の
よ
う
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り

、

北法11(3・119)395 



〆

説

釈
・
拡
張
的
正
犯
論
を
疑
問
に
思
う
Q

同
様
の
疑
問
は
、

基
本
的
K
V
ユ
ミ
ッ
ト
に
従
っ
て
拡
張
的
正
犯
論
を
支
持
せ
ら
れ
る
竹
田
教
授

論

ま
た
、
法
益
侵
害
の
思
想
を
必
ず
し
も
明
確
に
は
う
ち
だ
し
て
い
な
い
が
、
結
果
中
心
の
正
犯
概
念
を
構
成
し
て
い
る
と

み
る
べ
き
メ
ツ
ガ
I
の
拡
張
的
正
犯
論
に
対
し
て
も
、
向
け
ら
れ
て
し
か
る
べ
で
き
あ
ろ
う
。

に
対
し
て
も
、

出
ち
な
み
に
、
拡
張
的
正
犯
諭
に
対
す
る
多
く
の
批
判
の
う
ち
、
特
に
玄
裂
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
も
の
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
第
一

に
、
拡
張
的
正
犯
論
は
、
罪
刑
法
定
主
義
に
基
づ
く
構
成
妥
件
の
注
目
同
一
家
的
機
磁
を
損
コ
も
の
で
あ
る
、
と
の
非
難
計
九
回
目
ω
J
r
h
M一
時
?
片
山
一

桃
山
俗
説
あ
与
し
町
一
対
同
謡
一
一

r一k
m
h剛
俣
市
諮
問
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
拡
張
的
正
犯
諭
は
、
伝
統
的
な
笑
行
行
為
槻
念
か
ら

抜
げ
き
れ
な
い
た
め
、
構
成
要
件
的
行
為
の
拡
張
的
解
釈
を
主
張
す
る
本
来
の
立
場
に
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
の
非
難
(
円
同
1
野
口
一

p
h・hγ
一一

ロロ血

2
2
0ロ
ω定
号
、
吋
22Eω
四
日
戸
印
・

2
戸
川
佐
伯
・
二
つ
の
正
犯
概
念
(
法
学
論
叢
一
三
一
巻
)
七
J

一

五
九
i
六
O
頁
、
西
原
・
拡
張
的
正
犯
論
と
間
接
正
犯
(
早
稲
田
法
学
三
五
巻
一
・
二
冊
)
一

O
八
頁
以
下
)
か
あ
げ
ら
れ
る
。

た
し
か
に
、
罪
刑
法
定
主
義
は
、
構
成
姿
件
が
法
定
さ
れ
る
こ
と
を
必
妥
と
し
、
か
よ
う
な
構
成
姿
件
の
型
に
該
当
す
る
行
為
の
み
が
犯
罪
と
し
て
罰

せ
ら
れ
得
る
こ
と
を
要
求
す
る
(
藷
茸
詣
閣
議
時
間
活
鵠
初
日
目
立

tFLJ~湾
一
室
。
し
か
し
、
拡
詰
正
犯
論
を
と
つ
に
か
ら
と

い
っ
て
も
、
構
成
要
件
の
予
定
す
る
型
は
広
い
も
の
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
こ
そ
な
れ
、
構
成
誓
什
そ
の
も
の
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
(
同
・
叩

7
d一

切・

8
R・
一
河
-
F
E
M悶
Y
F
F
0・
印
・
呂
同

-uNr
佐
伯
・
前
掲
論
文
七
五
六
頁
、
植
問
・
共
犯
の
去
本
問
題
一
二
八
頁
以
下
、
西
原
・
前
掲
論
文
一
一

O
i
一
一
頁
Q

さ
ら
に
、
ず

開・

ω
n
z
E《
F
H
J
g
r・3ω
ぼ
与

y
F
印
・
己
申
〉
・

HU
開
・
富
山

N
R
r
Z
E巳
g
z
叶
待
。
日
与
え
円

z
z
z
n
z
z
s且ユ岡
ωω
出
z
r
z
(
N
gユ
予
印
叫
)
印
・
印
叫
∞
参
照
」

拡
張
的
正
犯
論
が
構
成
妥
件
の
法
治
国
家
的
機
能
を
害
す
る
と
い
う
批
判
は
、
構
成
姿
件
が
限
縮
的
に
解
刷
仇
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
騒
が
正

当
視
さ
れ
た
場
合
に
、
は
じ
め
て
提
起
で
き
る
批
判
で
あ
る
。

ま
に
、
た
レ
か
に
、
シ
?
に
ツ
ト
、
メ
ツ
ガ
ー
は
、
伝
統
的
な
実
行
行
為
概
念
に
つ
き
、
特
に
意
識
を
払
わ
ず
、
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
(
限
時
バ
ゴ
間
一

昨
日
九

J
h
h
d
-
dは
N
1
M
M一日

4
1昭
一
川
町

.
J
m
E・
)
。
乙
の
点
で
は
、
第
二
の
批
判
は
正
鵠
を
射
て
い
る
。
し
か
し
、
拡
張
的
正
犯
論
を
徹
胤

3
せ
れ

ば
、
そ
も
そ
も
実
行
行
為
と
い
う
概
念
は
、
特
別
な
意
味
を
も
ら
得
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
拡
張
問
正
犯
献
の
致
命
傷
と
は
い
え
な
い
(
品
川
誠
…

ー
は
、
行
為
者
の
主
観
菌
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
行
行
為
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
す
る
か
に
み
え
る
i
切
・
呂
田
岡
ω
ア
同
日
N
-
'
J
o

。『円
F
E
Z
-
∞
〉
・
印
・
N

区
南
・
な
お
、
出
・
問
。
包
2
・開
E
n
z
Eロ
ロ
ロ
岡
弘
2
E
ω
F
印・

8
時・・

ι
0
2
・
N山
号
巧
-
S
祖印・
N
ω
ω

同・」

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
，

拡
張
的
正
犯
論
に
対
す
る
今
一
つ
重
要
な
批
判
と
し
て
、
「
構
成
姿
件
は
、
定
型
化
さ
れ
た
利
益
使
者
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
単
に
定
型
的
利
益
の
侵

害
を
示
す
だ
け
の
色
の
で
は
な
い
」
と
い
う
ブ
ル
ン
ス
の
批
判
が
あ
る
お
む
設
長

p
r抑
制
少
勾
幹
μ.hhv氏
、
一
N

日
丸
紅
伽
げ
影
和

信
話
F
誠
一
泊
完
結
彰
言
語
J
h軒
下
時
」
、
治
)
。
わ
た
く
し
も
、
こ
の
フ
ル
ン
ス
の
態
皮
は
正
当
だ
と
?
。
し

北法 11(3・120)396 



同

、.、.、.、.

か
し
、
な
ぜ
、
構
成
要
件
は
利
益
の
型
的
侵
害
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
点
で
、
彼
の
見
解
は
未
ピ
充
分
で
な

い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

右
の
諸
点
を
弁
え
る
乙
と
に
よ
り
、
わ
た
く
し
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
拡
張
的
正
犯
論
を
、
法
話
侵
害
の
思
想
に
直
結
し
た
も
の
と
し
て
捉

え
、
そ
の
基
本
原
理
た
る
法
益
侵
害
の
思
想
そ
の
も
の
を
批
判
し
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

凶
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
最
も
有
益
な
研
究
は
、
大
塚
・
自
手
犯

1
間
接
正
犯
の
研
究
(
三
一
一
回
頁
以
下
)
所
収
。

同
植
田
教
授
は
、
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
と
拡
張
的
正
犯
論
と
を
区
別
し
、
身
分
犯
に
加
功
し
た
非
身
分
者
は
構
成
要
件
を
実
現
す
る
が
、
正
犯
と
は

な
り
得
な
い
、
と
い
う
貝
解
を
示
さ
れ
る
(
哨
閉
め
刊
明
主
的
問
調
A
H
一
紅
昨
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
授
は
、
「
構
成
要
件
実
現
者
」
「
利
採
侵
害
者
」
を
、

亨
h
J

、
「
相
当
条
件
し
設
定
者
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
唯
一
一
炉
問
主
主
主
幹
抑
制
下
、
)
。

凶
大
塚
・
前
掲
書
二
三
八
頁
以
下
、
ご
六
一
一
良
以
下
参
照
。

間
河
・
ピ
ロ
四
0

・白・同・

0
・
ω
-
M
E
-
〉

E
n
y
a
-
-
E
-
E
F
P
出

0
・
ω・
8
一
一
回
・
調
。
一
色
"Nω
可巧
-
g
w
ω
・印。
-ou
包
ミ
・

刷

HN-Hkmロ問。
u
白・白・

0
・
ω・
巴
・

間
肘
・

ωnr日
正
門
祖
国
-
F
0・
ω・
5
0
u
巴
回
寸
∞
円
YB-LFmw・白・

0
・
ω・
ω白内・

矧
開
・

ω口
r
B
-
L
f
白・白・

0
・
ω-Hω
。・

附
〈
間
一

-
H
N
-
C口
m
p
p
国・

0
・∞
-
N
φ
R
E
r
g
-
∞
-
N
U
T
出

-
H
N
C
E
R
N
ω
同門司
-
g
u
∞
-
N
ω
H
R・

間
ラ
ン
ゲ
は
、
刑
法
が
非
合
理
な
要
素
(
蹴
珊
.
)
を
払
拭
し
き
っ
て
い
な
い
以
上
、
純
粋
に
合
理
的
・
実
利
的
な
法
採
保
護
↓
侵
害
と
い
フ
要
請
を
至
上
の

価
値
と
し
て
ゆ
く
こ
と
は
妥
当
で
な
い
、
と
す
る
(
開
釘
持
ピ
仕
立
一
副
知
・
許
可
同
一
!
だ
・

UJ)。
ヴ
ヱ
ル
ツ
;
は
、
単
な
る
法
刊
誌
護
は

消
板
的
に
室
日
hr-
防
ぎ
・
幣
察
的
に
予
防
じ
よ
う
と
す
る
目
標
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
、
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
刑
法
の
最
も
根
源
的
な
課
題
は
、
積
極
的
な

社
会
倫
理
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
、
と
な
す

o
rか
ら
、
ヴ
ヱ
ル
ヅ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
刑
法
の
課
題
を
法
採
保
護
に
求
め
る
県
解
は
、
刑
法
の
社
会
倫
理

的
機
能
を
目
見
積
う
も
の
で
あ
り
、
結
果
の
側
而
を
強
調
す
る
の
余
り
、
刑
法
の
実
利
化
に
陥
入
る
も
の
で
あ
る
(
刊
旬
、
m
紅
L-J~・
V
1
.
印守
M
V
-
J
-
・)。

し
か
し
、

ζ

の
点
で
、
間
藤
教
授
が
、
法
採
保
護
思
想
を
軽
ん
ず
る
態
度
に
反
省
を
求
め
ら
れ
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る

1
l
l
団
藤
・
綱
要
九
一
頁
註

(
二
一
ニ
)
|
|
。
な
お
、
木
村
・
刑
法
に
お
け
る
法
益
の
概
念

1
刑
法
の
基
本
概
念
八
五
頁
以
下
、
特
に
一
四
一
頁
、
二
八
一
頁
参
照
。

山

〈

m
-
-
m
-
F
E岡
市

u
p
p
C
ω
-
N印
南
・
吉
田
寸
2
・
ω
-
N叶
同
・
一
回
・
富
山
吉
岡
、
同
・
白
・

0
・
ω・日
C
R・
8
p
u
ω
H
f
L開門田
-E2rwH'町
内

2
2
7
1
F
M
W
-
官
印

同J
N
Sへ
と
こ
ろ
で
、

H
-
マ
イ
ア
ー
は
、
「
結
果
の
無
価
値
」
と
「
行
為
の
無
価
値
」
の
対
立
を
「
法
格
侵
害
」
と
「
義
務
・
人
倫
違
反
」
の
対
立
に
対
応
さ
せ
る
の
は
正
確
で
な
い
、
)

戸
と
す
る
o

出

-FEMEwア
河
芹
同
庁
?
町

g
z
n
E
2吟
-
m
-
M
B
〉
・
∞
・
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
、
本
文
の
廻
解
に
障
碍
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
三
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説

国
軍
E
・

2
ω
H
F
F
L
o
g
s
-
-
F
2
5
t
:
8
(
去
三
諮
問
.oJ
許
可
三
フ
は
お
説
話
取
京

す
る
木
村
・
刑
法
の
基
本
概
念
一
五
二
頁
以
下
が
、
ヴ
ェ
戸
ツ
エ
h
y

の
態
度
に
対
し
て
も
、
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ず

る
。
さ
ら
に
、
木
村
・
総
論
一
六
二
頁
、
一
六
四
頁
。
な
お
、
国
・

4
司
巳
Nmf
由
〉
・
印

-
p
g
N
も
参
照
の
こ
と
」

四
竹
田
・
法
と
経
済
五
巻
八
一
二
五

i
六
頁
、
八
四
九
頁
、
八
六
一
頁
(
一
司
晶
…
尚
一
読
h
粒
柿
一
明

3
1
)。

回

開

・

包

め

Nmm円
u
g
s
r
m
n
r
p
ω
-
H
N
ω
〉
・
邑

w
H
N
P
H
∞4・
S
印

南

-w
ム

H
4
R
一

ra-関
口
同

N
F
r
H
E
n
y
∞
kr・
ω
・
2
R
W
N
S
F
W
N
N品
開
・

論

ジ
ユ
ミ
ッ
ト
の
基
本
的
な
態
度
を
一
貫
さ
せ
て
、
自
手
犯
を
否
定
す
る
と
と
も
可
能
で
あ
る
。

現
に
こ
の
よ
う
な
見
解
を
表
明
す
る
学
者
も
い
る
。
武
藤
氏
が
そ
う
で
あ
り
、
ロ
エ
1
ダ
ー
が
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら

論
理
的
に
は

ロ
ェ
1
ダ
ー
は
、

本
来
、
軽
視
さ
れ
る
べ
き
「
実
行
行
為
」
と
い
う
概
念
に
固

ジ
ユ
ミ
ッ
ト
が
正
当
な
出
発
点
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、

執
し
た
た
め
、
身
介
犯
に
加
功
し
た
非
身
分
者
の
扱
い
に
お
い
て
、
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
、
と
す
る
。
だ
か
ら
、

ロェ

l
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、

実
行
行
為
と
構
成
要
件
の
実
現
と
を
明
確
に
区
別
す
る
と
と
に
よ
り
、
「
規
範
的
リ
拡
張
正
犯
概
念
」
・
「
排
他
的
正
犯
概
念
」
が
完
徹
さ

れ
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
正
犯
と
共
犯
の
区
別
を
否
定
す
る
方
向
に
進
ん
で
ゆ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
す
で
に
、
武
藤
氏
げ
見
解
の
う
ち
に
、
正
犯
と
共
犯
と
の
区
別
を
否
定
す
る
乙
と
が
、
規
範
的
観
察
の
歩
む
べ
き
道
で
あ
る
、
と

し
か
し

の
主
張
が
看
取
さ
れ
得
る
Q

こ
の
主
張
は

よ
り
徹
底
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
従
犯
を
共
同

ロ
エ
1
ダ
ー
に
よ
っ
て

正
犯
の
う
ち
に
、
教
唆
犯
を
間
接
正
犯
の
う
ち
に
解
消
し
て
し
ま
い
、
裁
判
官
の
裁
量
に
よ
り
刑
の
軽
重
を
決
す
べ
き
で
あ
る
、

す
る
の
で
あ
る
Q

と
提
唱

乙
れ
は
、
実
定
法
を
超
え
た
理
解
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
定
法
を
無
視
し
て
ま
で
、

(
6
V
 

成
」
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
わ
た
く
し
は
、

い
わ
ゆ
る
「
概
念
の
規
範
的
構

こ
の
点
ピ
大
き
な
疑
問
を
感
じ
る
。
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法
益
侵
害
の
思
想
な
い
し
は
結
果
中
心
の
思
想
K
拠
っ
て
、
構
成
要
件
を
拡
張
的
に
解
釈
し
よ
う

と
す
る
立
場
に
は
疑
問
が
あ
る
乙
と
を
弁
え
た
Q

し
か
し
な
が
ら
、
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
は
、

四

以
上
に
よ
り
、

わ
れ
わ
れ
は
、

な
に
も
右
の
よ
う
な
思
想
か
ら
の
み

導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
乙
で
わ
れ
わ
れ
は
、
木
村
教
授
の
見
解
を
考
祭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

木
村
教
授
は
、
法
益
侵
害
の
思
想
や
拡
張
的
正
犯
論
を
と
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
だ
け
は
こ
れ
を
正
当

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
「
既
遂
又
は
単
独
犯
を
も
っ
て
犯
罪
の
基
本
的
形
態
と
解
す
る
思
想
」
は
不
充
分

な
も
の
と
せ
ら
れ
る
。

で
あ
る
。
未
遂
・
共
犯
は
「
構
成
要
件
実
現
の
態
様
」
「
構
成
要
件
該
当
性
の
態
様
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
正
犯
も
共
犯
も
、
と
も
に
、

構
成
要
件
実
現
に
至
る
行
為
で
あ
る
点
に
お
い
て
共
通
」
で
あ
る
、
と
。
木
村
教
授
の
こ
の
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
は
、
構
成
要
件
が

予
定
し
得
る
二
つ
の
可
能
な
型
の
一
方
を
と
ら
れ
た
ま
で
で
あ
る
、

要
件
の
解
釈
と
し
て
、
純
粋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
解
せ
ら
れ
る
ω

し
か
し
、

型
概
念
と
し
て
の
構
成

そ
れ
だ
け
に
、

だ
が
し
か
し
、
木
村
教
授
に
お
い
て
も
、
白
子
犯
は
、
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
に
親
し
ま
な
い
の
で
あ
る
。
「
共
犯
独
立
性
の
見
地
に

お
い
て
は
、
共
犯
の
犯
罪
性
及
び
可
罰
性
は
共
犯
者
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
共
犯
行
為
自
体
に
つ
い
て
論
定
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
か
ら
、

純
正
身
分
犯
に
対
し
て
非
身
分
者
が
加
功
す
る
と
き
は
、
共
同
正
犯
と
し
て
で
あ
れ
、
狭
義
の
共
犯
と
し
て
で
あ
れ
、
身
分
な
き
者
に
は

同

共
犯
の
成
立
は
あ
り
得
な
い
が
、
刑
法
第
六
五
条
第
一
項
は
こ
れ
を
例
外
的
に
共
犯
と
し
て
処
罰
す
る
旨
を
規
定
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ

る
一
マ
と
い
う
の
で
あ
る
。
教
授
の
こ
の
見
解
は
、

過失同時犯の正犯性

一
見
、
共
犯
独
立
性
論
の
帰
結
で
あ
る
か
に
み
え
る
が
、
実
は
、

そ
の
根
抵
に
、
非
身

と
い
う
理
解
が
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
Q

つ
ま
り
、
木
村
教
授
の
立

分
者
は
純
正
身
分
犯
の
構
成
要
件
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

場
に
お
い
て
も
、
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
は
例
外
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

か
く
し
て
、
拡
張
的
正
犯
論
は
、

そ
の
基
礎
を
な
す
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
が
一
貫
し
な
い
と
い
う
点
で
問
題
で
あ
り
、

五

中

ο
ムJ
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説

に
、
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
を
要
請
す
る
積
極
的
な
思
想
的
根
祇

i
l
γ
ユ
ミ
ッ
ト
の
法
益
保
護
の
思
想
・
ロ
ェ

l
ダ

I
の
目
的
論
的

1
価
値
関
係
的
観
察

!
lが
決
し
て
オ
ー
ル
マ
イ
テ
イ
で
は
な
い
と
い
う
点
で
よ
り
大
き
な
難
点
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
乙
と
に
な
る

論

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
の
右
の
よ
う
な
理
解
は
、
自
子
犯
は
さ
さ
や
か
な
例
外
で
あ
り
、
未
遂
・
共
犯
を
処
罰
拡
張
事
由
と
し
て
追
に
大

き
な
例
外
を
許
容
す
る
よ
り
は
好
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
本
質
を
衝
く
疑
問
を
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

第
一
ニ
章
に
お
い

た
だ
こ
乙
で
は
、
行
為
の
社
会
倫
理
的
意
味
・
行
為
の
無
価
値
と
い
う
観
念
は
、
今
や
二
回
手
犯
に
か
ぎ
ら
ず
、

行
為
一
般
の
基
準
と
し
て
承
認
せ
ら
れ
て
い
犯
と
い
う
ζ

と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

て
、
改
め
て
考
え
よ
う
Q

凶
武
藤
・
法
学
志
林
三
六
巻
五
五
頁
以
下
、
六
六
頁
頁
以
下
、
七
ご
1

三
民
。

凶
出
・
岡
山
由
丘
町
♂

Nω
可
巧
-
g
w
∞
-NUH
戸
自
由
民
・

5
5
2・
N
S
同・

間
同
・
日
出
C
E
2
w
白・白・

0
・∞
-
N協
同
-wNUHFNω
∞同
-uN印。
w
N
g
-

凶
武
藤
・
前
掲
論
文
七
五
頁
、
八
三
頁
、
八
四
頁
。

旧
民
・
月
S
L
0
3
p
m・
o-
∞

Nω
印
uNU∞
"ι2m-
何ヨロ
ro-ロ
ロ
ロ
阻
止
2
B
m
p
ω

印∞
u
E
u
白山町・

、

、

、

、

、

‘

¥

出

・

河

0

・

附
武
藤
・
前
掲
論
文
八
四
一
良
。
ロ
エ

l
ダ
ー
は
、
「
法
律
的
|
規
範
的
視
点
」
と
か
「
目
的
論
的

i
価
値
関
係
的
観
察
万
法
」
と
い
う
表
現
を
と
る
「
庁
内

N
印
可
者

-
S切
出

-

N

8
・
N印

coz-
そ
し
て
、
自
手
犯
を
認
め
「
不
純
な
行
動
」
を
J
o

問
題
に
す
る
よ
う
な
態
度
は
、
自
然
主
義
的
観
察
方
法
か
ら
抜
け
き
っ
て
い
な
い
、
と
す
る
」

m
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
、
結
果
に
対
し
相
当
因
栄
関
係
に
た
つ
行
為
は
す
べ
て
正
犯
に
り
得
る
と
い
う
態
肢
を
根
抵
に
し
て
拡
張
的
正
犯
論
を
民
閲
レ
、

自
手
犯
を
否
定
す
る
ま
で
に
徹
底
せ
ら
れ
る
宮
本
博
士
(
崎
市
、
.
訓
同
一
日
開
拓
)
一
日
ヨ
肝
1
1
r
一t
b
)、
さ
ら
に
は
、
同
様
の
態
度
か
ら
構
成
要
件
の
拡
張
的

解
釈
を
導
主
、
身
ダ
犯
に
加
功
し
た
非
身
分
者
も
構
成
要
件
を
実
現
す
る
、
と
な
す
楠
一
出
教
授
(
北
一

r時
五
一
誌
研
一
把
」
一
一
当
相
一
肘
i
一
一
一
~
…
)
朝
鮮
…
、
)
の

見
解
に
も
賛
成
で
き
な
い
乙
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
前
出
二
二
頁
誌
凶
参
版
。
さ
ら
に
前
出
一
一
五
頁
註
回
参
照
。

附
木
村
・
総
論
一
六
四
頁
、
一
一
三
四

l
五
頁
、
三
七
五

i
六
頁
、
一
二
八
六
市
民
。
さ
ら
に
、
木
村
・
刑
法
の
基
本
概
念
一
四
一
!
こ
頁
、

木
村
・
刑
法
解
釈
の
諸
問
題
一
巻
七
六
頁
。

一
五
九
頁
以
下

北法 11(3・124)400 



倒
木
村
・
総
論
ご
三
四

l
五
頁
。

倒
木
村
・
前
掲
書
一
二
二
回
1

五
頁
、
三
八
六
頁
。

凶
し
か
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
構
成
要
件
の
拡
張
的
解
釈
に
比
し
、
そ
の
思
想
的
摂
拠
が
明
確
で
な
い
う
ら
み
が
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
既
遂
お

よ
ぴ
単
独
犯
は
、
構
成
要
件
該
当
性
の
態
様
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
立
言
を
、
積
極
的
に
説
明
す
る
契
機
に
之
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

倒
木
村
・
前
掲
香
田
ご
五
頁
。
さ
ら
に
、
一
五
九
頁
、
四
ご
五

l
六
頁
参
照
。

、

.

、

.

、

，

、

.

、

.

、

.

、

.

、

.

間
ロ
エ
一

I
ダ

l
の
目
的
論
的

l
価
値
関
係
的
観
察
は
、
当
罰
牲
の
大
小
を
行
為
者
の
犯
罪
実
現
へ
の
情
緒
的
関
心

(mBozos-2
〉
三
巴
)
に
求
め
る

も
の
で
あ
る
が
、
当
罰
性
の
基
礎
に
は
、
法
益
侵
害
の
思
怨
が
潜
ん
で
い
る
乙
と
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
1

1
国
・
河

S
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w

ω・
印
由
民
e

一
ιmH印
-Nω
件
同
1
4
J
1

・
m
p
ω
-
N
ω
ω
R
J
日
目
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5
p
出

S
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2
8
H
N
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m
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ω
-
S
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z
r
p
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ロ
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山

E
m
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ω
S
E
ι
2
F
m
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2
g
m
n
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(Nω
片
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・
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・
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陪
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u

木
村
・
前
掲
書
二
四
六
頁
参
照
。
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未
完
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同過失同時犯の正犯性
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